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安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
芝
の
昇
降
機
事
業
は
1
9
6
6
年
に
市
場
に
参
入
し
、
今
年
で
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
弊
社
製
品
を
日
頃
よ
り
ご
贔
屓
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の

賜
物
と
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
暖
か
い
想
い
と
弊
社
の
昇
降
機
に
か
け
る
熱
い
想
い
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
50
年
先
を
見
据
え
、

ご
利
用
者
様
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
お
客
様
、
お
取
引
先
企
業
の
皆
様
、

そ
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
す
べ
て
の
皆
様
の
価
値
創
造
に
貢
献
で
き
る
存
在
を
目
指
し
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご 挨 拶

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

松
原 

和
則

 50年の記録
 東芝昇降機事業の歩み

開発・納入秘話̶昇降機にかける情熱
  TAIPPEEI101
  エレベーターのフォーミュラ・ワンを
  目指せ。
  建築で変わる街の風景❶ ジュディ・オングさん

  サンシシャャイン660
  超高層ビルのエレベーターを
  最新機種にリニューアルせよ。
  建築で変わる街の風景❷ 石田 衣良さん

  東京ススカカイツリリー®

  世界一高いタワーのエレベーターを
  開発せよ。
  建築で変わる街の風景❸ 三遊亭 好楽さん

未来のエレベーターを考える
読者プレゼント／広報室から

今号は、昇降機事業開始
50周年を記念して、書道
家の武田双雲さんに揮毫
していただきました。
「想」の字には、お客様、
社員、そして過去・現在・
未来などに対する私たち
の様々な「想い」が込めら
れています。これからの
50年を歩んでいくため
に、私たちはこうした
様々な「想い」を大切にし
ていきます。
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東
芝
昇
降
機
事
業
の
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こ
の
50
年
間
、
人
と
技
術
を
磨
き
続
け
、

い
く
つ
も
の
日
本
初
・
世
界
初
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

昇
降
機
事
業
の
50
年
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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1970s

1970197319781979

石油ショックで「狂乱物価」と呼ばれる急激なインフレが発生しました。
超高層ビルの建設ラッシュが起こったのもこの時代です。

■
標
準
形
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　「
東
芝
エ
レ
メ
イ
ト
」
を
発
売

■
分
速
２
４
０
ｍ
高
速
ギ
ヤ
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
開
発
。

　
１
号
機
を
六
本
木
25
森
ビ
ル
（
東
京
都
港
区
）
に
納
入

■
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
（
東
京
都
豊
島
区
）
に

　
分
速
３
６
０
ｍ
を
含
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
33
台
を
納
入

■
マ
イ
コ
ン
採
用
の
標
準
形
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　「
東
芝
エ
レ
メ
イ
ト
　
セ
レ
ブ
ラ
ム
」
を

　
販
売
開
始

１
９
７
８

宮
城
県
沖
地
震

が
発
生

１
９
７
０

日
本
万
国
博

覧
会
を
開
催

サンシャイン60

東芝エレメイト　セレブラム

東芝エレメイト

新宿三井ビル ©中谷幸司

1974
■
東
芝
府
中
工
場
内
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

　
専
門
工
場
が
完
成

■
新
宿
三
井
ビ
ル
（
東
京
都
新
宿
区
）
に

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
７
台
、

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
８
台
を
納
入

１
９
７
７

王
貞
治
、
通
算
７
５
６
号

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
、

世
界
最
高
記
録
達
成

１
９
７
３

石
油
危
機
が
発
生
し
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

買
い
占
め
騒
動
が
起
き
る

積
層
工
法
で
工
期
を

短
縮
し
た
超
高
層
ビ

ル
、
新
宿
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
が
竣
工

1 9 7 9 高
さ
2
0
0
ｍ

を
超
え
る
新

宿
住
友
ビ
ル
、

新
宿
三
井
ビ

ル
が
相
次
い

で
竣
工

１９７４

米
国
シ
カ
ゴ
に
高
さ

4
4
2
ｍ
、
1
1
0

階
建
て
の
超
高
層
ビ

ル
、
シ
ア
ー
ズ
・
タ

ワ
ー
が
竣
工
（
当
時

世
界
一
、
現
在
は
米

国
で
2
番
目
の
高
さ
）

1 9 7 3

米
国
サ
ン
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
地
震
の
被

害
を
受
け
て
、「
昇

降
機
防
災
対
策
標

準
」（
旧
耐
震
基
準
）

を
制
定

1 9 7 2

建
築
基
準
法
改
正
。

高
さ
31
ｍ
を
超
え

る
ビ
ル
が
全
国
で

建
築
可
能
に
な
る

1 9 7 0

１
９
７
8

東
芝
が
日
本
初
の
日
本
語

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
開
発

日本語ワードプロセッサ1号機 東芝未来科学館所蔵

時
代
を
象
徴
す
る
ビ
ル
の

シ
ル
エ
ッ
ト
を

僕
が
描
い
て
み
た
よ
！

エレベっち

4

③エレベーター研究塔

1960s

196619671968

日本は高度経済成長期を迎え、「新・三種の神器」と呼ばれたカラーテレビ、
クーラー、カー（自家用車）の「３Ｃ」が大幅に普及しました。

■
東
芝
府
中
工
場
昇
降
機
部
が
発
足
。
昇
降
機
の
製
造
・
販
売
を
開
始

■
東
芝
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
設
立
（
保
守
専
門
会
社
）

■
霞
が
関
ビ
ル 
（
東
京
都
千
代
田
区
）

　
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
４
台
を
納
入
　 東芝昇降機サービス設立時

１
９
６
7

「
パ
ッ
ク
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

や「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」

な
ど
の
若
者
向
け
深
夜
ラ
ジ

オ
番
組
が
続
々
放
送
開
始

１
９
６
９

米
宇
宙
船
ア
ポ
ロ
11
号
が

人
類
初
の
月
面
着
陸
に
成
功

アポロ司令・機械船と
ドッキングする月着陸船

©NASA

１
９
６
６

ビ
ー
ト
ル
ズ
初
来
日
、

武
道
館
公
演

日本武道館 ©Wiiii

■
い
と
は
ん
本
店
（
石
川
県
金
沢
市
）
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
１
号
機
を
納
入
（
写
真
①
）

①エスカレーター
　1号機

■
河
合
楽
器
製
作
所
前
橋
店

　（
群
馬
県
前
橋
市
）
に

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
号
機
を
納
入
（
写
真
②
）

■
昇
降
機
工
場
・
研
究
塔
完
成
（
府
中
工
場
内
）（
写
真
③
）

②エレベーター 1号機

東芝エレメイト

昇降機事業発足式（東芝府中工場内）

府中工場航空写真

霞が関ビル © 中谷幸司

社会の
動き

　建築　　
トレンド	

H
i

s
t

o
r

y

１
９
６
８

明
治
百
年

ブ
ー
ム
が

各
界
に
起
こ
る

霞
が
関
ビ
ル
竣
工
。 

高
さ
1
4
7
ｍ
、

36
階
建
て
の
日
本  

初
の
超
高
層
ビ
ル

1 9 6 8
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1970s

1970197319781979

石油ショックで「狂乱物価」と呼ばれる急激なインフレが発生しました。
超高層ビルの建設ラッシュが起こったのもこの時代です。

■
標
準
形
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　「
東
芝
エ
レ
メ
イ
ト
」
を
発
売

■
分
速
２
４
０
ｍ
高
速
ギ
ヤ
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
開
発
。

　
１
号
機
を
六
本
木
25
森
ビ
ル
（
東
京
都
港
区
）
に
納
入

■
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
（
東
京
都
豊
島
区
）
に

　
分
速
３
６
０
ｍ
を
含
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
33
台
を
納
入

■
マ
イ
コ
ン
採
用
の
標
準
形
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　「
東
芝
エ
レ
メ
イ
ト
　
セ
レ
ブ
ラ
ム
」
を

　
販
売
開
始

１
９
７
８

宮
城
県
沖
地
震

が
発
生

１
９
７
０

日
本
万
国
博

覧
会
を
開
催

サンシャイン60

東芝エレメイト　セレブラム

東芝エレメイト

新宿三井ビル ©中谷幸司

1974
■
東
芝
府
中
工
場
内
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

　
専
門
工
場
が
完
成

■
新
宿
三
井
ビ
ル
（
東
京
都
新
宿
区
）
に

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
７
台
、

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
８
台
を
納
入

１
９
７
７

王
貞
治
、
通
算
７
５
６
号

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
、

世
界
最
高
記
録
達
成

１
９
７
３

石
油
危
機
が
発
生
し
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

買
い
占
め
騒
動
が
起
き
る

積
層
工
法
で
工
期
を

短
縮
し
た
超
高
層
ビ

ル
、
新
宿
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
が
竣
工

1 9 7 9 高
さ
2
0
0
ｍ

を
超
え
る
新

宿
住
友
ビ
ル
、

新
宿
三
井
ビ

ル
が
相
次
い

で
竣
工

１９７４

米
国
シ
カ
ゴ
に
高
さ

4
4
2
ｍ
、
1
1
0

階
建
て
の
超
高
層
ビ

ル
、
シ
ア
ー
ズ
・
タ

ワ
ー
が
竣
工
（
当
時

世
界
一
、
現
在
は
米

国
で
2
番
目
の
高
さ
）

1 9 7 3

米
国
サ
ン
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
地
震
の
被

害
を
受
け
て
、「
昇

降
機
防
災
対
策
標

準
」（
旧
耐
震
基
準
）

を
制
定

1 9 7 2

建
築
基
準
法
改
正
。

高
さ
31
ｍ
を
超
え

る
ビ
ル
が
全
国
で

建
築
可
能
に
な
る

1 9 7 0

１
９
７
8

東
芝
が
日
本
初
の
日
本
語

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
開
発

日本語ワードプロセッサ1号機 東芝未来科学館所蔵
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１
９
９
５

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

95
」

発
売

1991199319951998
■
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
を
設
立

■
空
中
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
含
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
45
台
、

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
30
台
を
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル

　（
大
阪
府
大
阪
市
）
に
納
入

■
新
光
人
寿
保
険
摩
天
大
楼
（
台
北
市
）
に

　
分
速
５
４
０
ｍ
の
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
台
を

　
含
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
25
台
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
32
台
を
納
入

■
大
阪
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
愛
称
コ
ス
モ
タ
ワ
ー
／
大
阪
府
大
阪
市
）

　
に
分
速
５
４
０
ｍ
の
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入

■
瀋
陽
東
芝
電
梯
有
限
公
司
、
上
海
東
芝
電
梯
有
限
公
司
を
設
立

■
国
内
初
の
マ
シ
ン
ル
ー
ム
レ
ス

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」

　
を
販
売
開
始

1997
■
東
芝
府
中
事
業
所
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
研
究
塔
が
完
成
（
１
５
０
ｍ
級
）

研究開発センター

東芝マシンルームレスエレベーター
「SPACEL」

梅田スカイビル

1990s
バブル景気の崩壊後、「失われた10 年」と呼ばれる停滞期を迎えました。

一方、後半にはインターネットが爆発的に普及し、新しい「ネット社会」が幕開けしました。

１
９
９
５

阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
発
生

１
９
９
７

消
費
税
が
３
％
か
ら

５
％
に
引
き
上
げ

１
９
９
３

皇
太
子
徳
仁
親
王
が

小
和
田
雅
子
さ
ん
と

結
婚

１
９
９
１

都
内
最
大
の
デ
ィ
ス
コ

「
ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
」

が
開
店

１
９
９
０

任
天
堂
が
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
後
継
機
と

し
て
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
を
発
売

スーパーファミコン

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

受
け
て
、「
昇
降
機
耐
震

設
計・施
工
指
針
」（
新
々

耐
震
基
準
）
を
制
定

1 9 9 8

高
さ
2
9
6
ｍ

の
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー

が
竣
工
（
当
時

日
本
一
の
高
さ
）

1 9 9 3

宮
城
県
沖
地
震
を
受
け
、

建
築
基
準
法
が
改
正
。

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、

建
物
内
の
人
間
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
た
新
耐
震

基
準
が
制
定
さ
れ
る

1 9 8 0

6

1980198119821984198519861987
■
サ
イ
リ
ス
タ
レ
オ
ナ
ー
ド
方
式
直
流
ギ
ヤ
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
号
機
を

　
新
宿
第
一
生
命
ビ
ル
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
納
入

■
東
芝
府
中
工
場
内
に

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
据
付
研
究
棟
が
完
成

■
オ
ー
・
エ
ム
・
ホ
テ
ル
日
航
ビ
ル

　（
大
阪
府
大
阪
市
）に
オ
ー
ル
マ
イ
コ
ン
式
　

　
直
流
ギ
ヤ
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
５
台
を
納
入

■
東
芝
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
東
京
都
港
区
）に

　
分
速
４
８
０
ｍ
を
含
む

　
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
18
台
、

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
２
台
を
納
入

■
世
界
初
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
高
速
ギ
ヤ
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

　
東
邦
ガ
ス
㈱
総
合
技
術
研
究
所
（
愛
知
県
東
海
市
）
に
納
入

■
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
港
区
）
に

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
26
台
、

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
17
台
を
納
入

■
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
対
応
高
速
ギ
ヤ
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
号
機
を

　
梅
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
大
阪
府
大
阪
市
）　
に
納
入

東芝ビルディング

梅田センタービル

オー・エム・ホテル日航ビル

アークヒルズ

1980s
円高不況を克服した80年代後半、いわゆるバブル景気が発生しました。

住宅価格は高騰し、ブランド品も飛ぶように売れました。

１
９
８
９

昭
和
天
皇
崩
御
、

年
号
が
「
平
成
」
に

１
９
８
５

国
際
科
学
技
術
博
覧
会

（
通
称
「
科
学
万
博
」）、

茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
催

科学万博

１
９
８
５

プ
ラ
ザ
合
意
。

急
激
な
円
高
が

発
生

１
９
８
３

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

開
園

１
９
８
7

日
本
国
有
鉄
道
が
民
営
化

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が

誕
生

１
９
８
2

東
北
・
上
越

新
幹
線
開
通

©中谷幸司

©中谷幸司

ル
ー
ヴ
ル
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が

パ
リ
に
竣
工

1 9 8 9

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
竣
工

1 9 8 6

宮
城
県
沖
地
震

の
被
害
を
受
け

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

耐
震
設
計
・
施

工
指
針
」（
新
耐

震
基
準
）
制
定

1 9 8 1
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１
９
９
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マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

95
」

発
売

1991199319951998
■
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
を
設
立

■
空
中
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
含
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
45
台
、

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
30
台
を
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル

　（
大
阪
府
大
阪
市
）
に
納
入

■
新
光
人
寿
保
険
摩
天
大
楼
（
台
北
市
）
に

　
分
速
５
４
０
ｍ
の
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
台
を

　
含
む
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
25
台
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
32
台
を
納
入

■
大
阪
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
愛
称
コ
ス
モ
タ
ワ
ー
／
大
阪
府
大
阪
市
）

　
に
分
速
５
４
０
ｍ
の
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入

■
瀋
陽
東
芝
電
梯
有
限
公
司
、
上
海
東
芝
電
梯
有
限
公
司
を
設
立

■
国
内
初
の
マ
シ
ン
ル
ー
ム
レ
ス

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」

　
を
販
売
開
始

1997
■
東
芝
府
中
事
業
所
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
研
究
塔
が
完
成
（
１
５
０
ｍ
級
）

研究開発センター

東芝マシンルームレスエレベーター
「SPACEL」

梅田スカイビル

1990s
バブル景気の崩壊後、「失われた10 年」と呼ばれる停滞期を迎えました。

一方、後半にはインターネットが爆発的に普及し、新しい「ネット社会」が幕開けしました。

１
９
９
５

阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
発
生

１
９
９
７

消
費
税
が
３
％
か
ら

５
％
に
引
き
上
げ

１
９
９
３

皇
太
子
徳
仁
親
王
が

小
和
田
雅
子
さ
ん
と

結
婚

１
９
９
１

都
内
最
大
の
デ
ィ
ス
コ

「
ジ
ュ
リ
ア
ナ
東
京
」

が
開
店

１
９
９
０

任
天
堂
が
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
後
継
機
と

し
て
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
を
発
売

スーパーファミコン

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

受
け
て
、「
昇
降
機
耐
震

設
計
・
施
工
指
針
」（
新
々

耐
震
基
準
）
を
制
定

1 9 9 8

高
さ
2
9
6
ｍ

の
横
浜
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
タ
ワ
ー

が
竣
工
（
当
時

日
本
一
の
高
さ
）

1 9 9 3
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住 所
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
性 別女

昭和　年　月　日生　　　年　月　日まで有効20XX

●●●長 電子証明書
の有効期限 年 月 日

●臓器提供意思【1 脳死後及び心停止した死後 / 2 心停止した死後のみ / 3 提供せず】
《1・2 で提供したくない臓器があれば ×》【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】

署名年月日 年 月 日
署名［特記欄 :　　　　　　　　　　   　］000000000000000000000000

マイナンバーカード

2011 201020122013201420152016
■
イ
ン
ド
に
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
・
イ
ン
ド
社
を
設
立

■
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
・
中
東
社
を
設
立

■
山
陰
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱
を
設
立

■
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®（
東
京
都
墨
田
区
）に
大
容
量
・
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入

■
省
エ
ネ
・
環
境
・
震
災
配
慮
形
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ-

Ｇ
Ｒ
」　「
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
が

　
第
10
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
部
門
）
で
経
済
産
業
大
臣
賞
と

　
平
成
25
年
度
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

■
東
芝
府
中
事
業
所
内
に

　
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成

■
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
（
大
阪
府
大
阪
市
）
に
大
容
量
・
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入

■
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
港
区
）

　
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
36
台
納
入

■
中
部
地
区
初
の
超
高
層
ビ
ル

　
一
括
受
注
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
32
台
）、

　
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
名
古
屋

　（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
が
竣
工

■
安
全
性
、
安
心
感
、
快
適
性
を
向
上
さ
せ
た
新
製
品

　「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ-

Ｇ
Ｒ
Ⅱ
」
を
販
売
開
始

あべのハルカス

フィールド研修センター内に東日本サー
ビス情報センターを設置し、24時間365
日体制でエレベーターや建物設備を監視

標準形マシンルームレス
エレベーター
「SPACEL-GR」

2010s
東日本大震災の発生を契機として再生可能エネルギーが普及し始めています。

地方創生ももうひとつのキーワードになっています。

東京スカイツリー® ©TOKYO-SKYTREE
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で
1
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、
世

界
で
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目
の
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さ
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の
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・
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・
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レ
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ド
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ー

が
、
ワ
ー
ル
ド
・
ト

レ
ー
ド
・
セ
ン
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ー

跡
地
に
竣
工

2 0 1 4

東
日
本
大
震
災
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け
、
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レ
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ー

タ
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よ
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エ
ス

カ
レ
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ー
の
脱

落
防
止
対
策
に
関

す
る
建
築
基
準
法

施
行
令
が
改
正

2 0 1 3

高
さ
8
2
8
ｍ
の

超
高
層
ビ
ル
、
ブ
ル

ジ
ュ
・
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リ
フ
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ア
ラ
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首
長
国
連
邦

の
ド
バ
イ
に
竣
工

2 0 1 0

©三陸鉄道株式会社

２
０
０
３

三
浦
雄
一
郎
、

エ
ベ
レ
ス
ト
山
最
高
齢
登
頂

登頂に成功した三浦雄一郎氏と
三浦豪太氏

© ミウラ・ドルフィンズ

8

2
0
0
5
年
に
地

震
が
続
発
し
た
こ
と

を
受
け
、
建
築
基
準

法
施
行
令
が
改
正
。

戸
開
走
行
保
護
装

置
、
予
備
電
源
を
設

け
た
地
震
時
管
制

運
転
装
置
の
設
置

等
を
義
務
づ
け
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

新
安
全
基
準
が
で

き
る

2 0 0 9

２
０
０
１

米
国
で
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
が
発
生

２
０
０
２

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
韓
共
同
開
催

２
０
０
５

日
本
国
際
博
覧
会

（
通
称
「
愛
知
万
博
」）
開
催

愛知万博 © 山岸宏

200120022003200420072010 2008
■
一
貫
し
た
昇
降
機
事
業
を
専
業
と
す
る

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱
を
設
立

■
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
社
と
資
本
提
携

■
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
（
東
京
都
港
区
）
に

　
国
内
初
の
屋
外
形
展
望
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び

　
大
容
量
・
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入

■
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
（
東
京
都
港
区
）
に
独
自
技
術
の

　
階
間
調
整
機
能
付
き
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入
（
世
界
初
）

■
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
」
が

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

■
沖
縄
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱
を
設
立

■
分
速
１
０
１
０
ｍ
（
時
速
60
・
６
㎞
）

　
の
世
界
最
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ

101
（
台
北
市
）
に
納
入

■「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
が

　
第
４
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞

　（
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
部
門
）
で

　
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

■
上
海
環
球
金
融
中
心
（
Ｓ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
）
に

　
中
国
大
陸
最
高
速
ク
ラ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び

　
階
間
調
整
機
能
付
き
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入

泉ガーデンタワー

六本木ヒルズ森タワー

TA I P E I 101

運転状態表示等、利用者へ配慮した
ユニバーサルデザインが評価され、
グッドデザイン賞を受賞した「Kindmove r」

上海環球金融中心

2000s
ブラジル、ロシア、インド、中国などの新興国が著しい経済発展を遂げ、

グローバル化が進展しました。
一方で、テロが頻発するようになったのもこの時代からです。

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
あ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ー
ド
・セ
ン
タ
ー

が
同
時
多
発
テ
ロ
に

よ
り
崩
壊

2 0 0 1

２
０
０
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ア
ッ
プ
ル
社

「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ 

３
Ｇ
」

国
内
発
売
開
始

「iPhone 3G」
発売開始

出典：ITmedia LifeStyle
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Ｃ
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Ｒ
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で
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済
産
業
大
臣
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と

　
平
成
25
年
度
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

■
東
芝
府
中
事
業
所
内
に

　
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成

■
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の
ハ
ル
カ
ス
（
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大
阪
市
）
に
大
容
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・
高
速
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を
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■
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2010s
東日本大震災の発生を契機として再生可能エネルギーが普及し始めています。

地方創生ももうひとつのキーワードになっています。
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○天望デッキ行きシャトルエレベーター（大容量・超高速）
・速度：分速600m
・定員：40人
・昇降距離：約350m

○業務用エレベーター（日本最長の昇降距離）
・速度：分速 240m（非常時　分速 540m）
・定員：27人
・昇降距離：464.4m

東京スカイツリー®

（東京都墨田区）

大容量・超高速エレベーターと
日本最長昇降距離のエレベーターを納入
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※2：2006年から2011年にかけて、乗用以外に
人荷用、非常用も含めて計33台をリニューアル

サンシャイン60
（東京都豊島区）
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（台北市）

世界最高速エレベーターを納入※1
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・定員：24人
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の
50
年
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に
納
入
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代
表
的
な
３
物
件
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
ま
つ
わ
る
開
発
・
納
入
秘
話
を
紹
介
し
ま
す
。
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超高層ビルの
エレベーターをリニューアル※2

・速度（乗用）：分速 360m等
・定員（乗用）：23人
※2：2006年から2011年にかけて、乗用以外に
人荷用、非常用も含めて計33台をリニューアル

サンシャイン60
（東京都豊島区）
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台
北
市
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
、
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
。
数
百
ｍ
東
に
は
、

臨ト
ン
ホ
ァ
ジ
エ

江
街
な
ど
の
屋
台
ひ
し
め
く
夜イ

エ
ス
ー市

が
あ
り
、
古
き
よ
き
賑
わ
い
の
景
色

に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
天
へ
と
伸
び

る
竹
の
節
を
８
つ
積
み
上
げ
た
構
造

は
、
縁
起
の
よ
い
〝
八
〟
に
基
づ
く
。

風
水
の
思
想
が
随
所
に
見
ら
れ
る
の

も
、
ビ
ル
の
発
展
を
願
っ
た
ゆ
え
だ

ろ
う
。

　
こ
の
建
物
で
稼
働
し
て
い
る
超
々

高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
挑
戦
は
、

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
受
注
が
決
ま
る

６
年
前
、
１
９
９
３
年
に
始
ま
っ
た
。

　「
分
速
１
０
０
０
ｍ
を
目
指
す
」

　
そ
の
年
、
の
ち
に
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ

101
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
当
時
の
開
発
設
計
部
長
・
水み

ず
ぐ
ち
ひ
ろ
あ
き

口
宏
昭

が
掲
げ
た
目
標
で
あ
る
。
他
社
が
分

速
７
５
０
ｍ
の
世
界
最
高
速
製
品
を

納
入
す
る
直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
東
芝
の
当
時
の
最
高
速
は
分
速

４
８
０
ｍ
。
大
胆
な
目
標
を
疑
問
視

す
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
若
手
を
中

心
に
反
応
は
よ
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
要
素
技
術
開
発
の
責
任
者
を

務
め
た
藤
田
善
昭
は
こ
う
振
り
返
る
。

　「
速
い
だ
け
で
な
く
、
安
全
・
快

適
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
、
ど
う
解

決
す
る
の
か
。
そ
こ
か
ら
の
出
発
で

し
た
。で
も
胸
躍
る
思
い
で
し
た
よ
」

　
高
出
力
の
巻
上
機
や
そ
の
制
御
装

置
を
つ
く
る
た
め
の
試
験
設
備
、
大

き
な
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
加
工
設
備
な

ど
、
開
発
に
必
要
な
新
設
備
を
順
次

揃
え
た
。
最
大
の
も
の
は
、
超
々
高

速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
検
証
が
可
能
な

新
研
究
塔
だ
っ
た
。
景
気
減
速
の
お

り
、
承
認
に
は
時
間
を
要
し
た
が
、

１
９
９
７
年
、
東
芝
府
中
事
業
所
に

高
さ
１
３
５
ｍ
、
地
下
15
ｍ
と
い
う

当
時
最
大
の
研
究
塔
が
完
成
す
る
。

　
研
究
開
発
と
並
行
し
て
、
営
業
は

世
界
中
で
高
層
ビ
ル
の
建
設
計
画
を

探
し
た
。
ア
ジ
ア
金
融
危
機
の
影
響

で
い
く
つ
も
の
建
設
計
画
が
立
ち
消

え
に
な
る
な
か
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101

の
話
が
来
た
の
は
１
９
９
７
年
の
こ

と
だ
。

　
展
望
台
直
通
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
対

す
る
オ
ー
ナ
ー
の
要
望
は
、
分
速

５
４
０
～
６
０
０
ｍ
だ
っ
た
。
し
か

し
東
芝
は
、
世
界
一
の
ビ
ル
に
世
界

一
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
と
、「
101
」

に
ち
な
ん
だ
分
速
１
０
１
０
ｍ
を
提

案
。
反
応
は
大
き
か
っ
た
。
こ
の
提

案
に
立
ち
会
い
、
の
ち
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
副
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
久
保

進
は
、
受
注
の
決
め
手
を
こ
う
語
る
。

　「
誰
に
も
実
績
の
な
い
速
度
で
す

か
ら
、
技
術
課
題
を
正
直
に
お
伝
え

し
ま
し
た
。ま
た
、翌
年
12
月
に
オ
ー

ナ
ー
が
府
中
事
業
所
を
訪
問
さ
れ
た

際
、
新
研
究
塔
、
開
発
が
進
む
要
素

技
術
、
そ
し
て
我
々
の
熱
意
に
も
触

れ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
」

　
受
注
は
１
９
９
９
年
春
に
正
式
に

決
ま
り
、
そ
の
翌
年
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
足
。
そ
れ
は
、
東
芝
昇
降

機
事
業
史
上
最
大
と
も
い
え
る
全

社
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

東芝府中事業所内に
1997年に完成した研究塔

現在の台北市の街並み

1episode 

分
速
１
０
０
０
ｍ
と
い
う
大
胆
な
目
標
を
掲
げ
、

営
業
も
技
術
も
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
た
。

12

住所：	台北市信義路五段 7號
施設：	地下 5階、地上 101階建て

地上高 508m
延床面積 412,500㎡
開業 2004年12月

概要：	行政とビジネスの新中心地「信義新都心」に立地。
高層ビルと低層商業施設からなり、オフィスを
はじめショッピングモールや飲食店が多数入居す
る。台湾有数の観光地でもあり、展望台への延べ
入場者数は、2016年3月、2000万人を突破した。

ＴＡＩＰＥＩ1 0 1

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101

開
発
・
納
入
秘
話
❶

	

エレベー
タ
ー
の

		

フォ
ー
ミュラ・ワ
ン
を

	

目
指
せ
。

２
０
０
４
年
12
月
31
日
、
当
時
世
界
最
高
層
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
が
開
業
し
た
。

正
式
名
称
は
臺
北
國
際
金
融
大
樓
。「
101
」
は
階
数
に
由
来
す
る
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が
納
入
し
た
展
望
台
直
通
の
超
々
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

従
来
の
世
界
最
高
速
記
録
の
分
速
７
５
０
ｍ
を
大
幅
に
上
回
る

分
速
１
０
１
０
ｍ
を
叩
き
出
し
、
開
業
当
時
、

「
世
界
最
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
登
録
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
〝
製
・
販
・
技
〟
が
一
体
と
な
っ
て
世
界
一
を
目
指
し
た

受
注
６
年
前
の
１
９
９
３
年
か
ら
始
ま
る
長
い
物
語
が
あ
っ
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
は
地
上
高
５
０
８
ｍ
。

従
来
の
世
界
最
高
層
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ

ト
ロ
ナ
ス
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
（
４
５
１
・
９
ｍ
）

を
抜
き
、
ド
バ
イ
の
ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ

（
８
２
８
ｍ
）
が
開
業
す
る
２
０
１
０
年
ま
で

世
界
一
の
座
に
あ
っ
た
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
は
、
こ
の
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
61
台
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
50
台

を
一
括
受
注
。
な
か
で
も
２
台
の
超
々
高

速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
１
階
と
89
階
の
展

望
台
を
39
秒
で
結
ぶ
分
速
１
０
１
０
ｍ
と

い
う
当
時
世
界
記
録
を
樹
立
し
、
最
高
レ

ベ
ル
の
安
全
性
と
快
適
性
を
実
現
す
る
新

技
術
も
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
は
現
在
ま
で
、
当
初
の
性
能
を
保
っ

た
ま
ま
無
事
故
運
転
を
続
け
て
い
る
。

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

工
事
、
調
整
、
保
守
の
精
鋭
が
開
発
段
階

か
ら
参
加
し
、
部
門
を
超
え
て
未
知
の
世

界
に
挑
ん
だ
、
東
芝
昇
降
機
事
業
史
上
最

大
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
そ
こ

で
確
立
さ
れ
た
技
術
と
経
験
は
、
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
®

を
は
じ
め
、
の
ち
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
礎
を
も
た
ら
し
た
。

当
時
世
界
最
高
速
を
達
成
し
、

無
事
故
運
転
の
記
録
を
更
新
中

崇
友
實
業（
G
F
C
社
）T
A
I
P
E
I
101
常
駐
メ
ン
バ
ー

保
守
を
担
当
す
る
の
は
私
た
ち
で
す
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台
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Ａ
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ク
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時
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は
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目
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を
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向
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も
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が
、
若
手
を
中

心
に
反
応
は
よ
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
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開
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だ
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や
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高

速
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が
可
能
な

新
研
究
塔
だ
っ
た
。
景
気
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速
の
お
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、
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に
は
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を
要
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が
、

１
９
９
７
年
、
東
芝
府
中
事
業
所
に

高
さ
１
３
５
ｍ
、
地
下
15
ｍ
と
い
う

当
時
最
大
の
研
究
塔
が
完
成
す
る
。

　
研
究
開
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し
て
、
営
業
は

世
界
中
で
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層
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の
建
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計
画
を

探
し
た
。
ア
ジ
ア
金
融
危
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の
影
響

で
い
く
つ
も
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建
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計
画
が
立
ち
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え
に
な
る
な
か
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101

の
話
が
来
た
の
は
１
９
９
７
年
の
こ

と
だ
。

　
展
望
台
直
通
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
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す
る
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ー
ナ
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の
要
望
は
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分
速

５
４
０
〜
６
０
０
ｍ
だ
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た
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し
か

し
東
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は
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世
界
一
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ビ
ル
に
世
界
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エ
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ー
タ
ー
を
と
、「
101
」
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ん
だ
分
速
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０
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０
ｍ
を
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。
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は
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か
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た
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の
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に
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い
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の
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受
注
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。
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た
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に
正
式
に
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に
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ク
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1episode 

分
速
１
０
０
０
ｍ
と
い
う
大
胆
な
目
標
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掲
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、
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も
技
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も
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と
な
っ
て
邁
進
し
た
。
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現
地
に
４
年
半
駐
在
し
て
工
事
を

指
揮
し
た
木
村
正
人
は
、
そ
の
ガ
イ

ド
レ
ー
ル
の
工
事
に
最
も
苦
労
し
た

と
い
う
。
高
層
建
築
物
は
常
に
揺
れ
、

鉄
骨
は
気
温
で
伸
縮
す
る
か
ら
だ
。

　「
表
面
に
コ
ン
マ
数
㎜
の
凸
凹
が

あ
る
だ
け
で
乗
り
心
地
に
影
響
す
る

の
で
、
そ
う
し
た
状
況
で
の
据
付
は

至
難
の
業
で
す
。
結
局
は
根
気
が
も

の
を
い
い
ま
す
。
凸
凹
が
あ
る
よ
う

な
ら
、
何
度
で
も
戻
っ
て
作
業
を
や

り
直
す
。
ま
た
、
接
合
部
は
少
な
い

ほ
う
が
よ
い
の
で
、
工
事
の
分
割
方

法
も
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
」

　
工
事
の
次
は
調
整
だ
。
川
崎
は
、

調
整
の
役
割
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「
製
品
の
完
成
度
が
高
い
だ
け
で

は
目
標
の
性
能
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
据
え
付
け
、

そ
れ
を
調
整
し
て
こ
そ
、
１
０
０
％

の
力
を
引
き
出
せ
ま
す
」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
従
来
と

異
な
り
、
開
発
段
階
か
ら
調
整
、
工

事
、
保
守
担
当
が
参
加
す
る
体
制
で

進
め
ら
れ
た
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
長
年
調
整
に
携
わ
っ
た
川
崎
は
、

自
分
の
集
大
成
と
す
る
思
い
で
募
集

に
手
を
挙
げ
、
一
つ
ひ
と
つ
開
発
・

検
証
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

　「
研
究
塔
で
出
せ
る
最
高
速
度
は

分
速
６
０
０
ｍ
で
す
。
展
望
台
の
高

さ
は
研
究
塔
の
約
２
・
５
倍
で
、
し

か
も
新
技
術
ば
か
り
。
デ
ー
タ
と
計

算
の
蓄
積
で
現
場
に
臨
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

要
求
以
上
の
品
質
を
目
指
し
ま
し
た
。

数
値
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
感
覚
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
も
う
少
し
頑
張
ろ
う

と
、
仲
間
に
無
理
を
お
願
い
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
ね
」

　
木
村
も
当
時
を
振
り
返
っ
て
こ
う

語
る
。

　「
最
終
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
合
格

だ
っ
た
の
で
す
が
、
レ
ー
ル
の
継
ぎ

目
で
１
カ
所
だ
け
、
わ
ず
か
に
揺
れ

を
感
じ
る
個
所
に
気
づ
き
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
に
触
る
と
…
…
」

　「
ほ
か
の
場
所
に
影
響
が
出
な
い

保
証
は
な
い
。
そ
れ
が
工
事
や
調
整

の
難
し
さ
で
す
。
木
村
と
２
人
で
葛

藤
の
末
、
妥
協
せ
ず
に
や
り
直
す
こ

と
に
決
め
て
、
予
定
さ
れ
て
い
た

納
期
で
最
高
精
度
を
実
現
で
き
ま
し

た
」
と
川
崎
。

　
そ
し
て
、
最
高
速
度
を
試
す
日
が

来
た
。
分
速
７
５
０
ｍ
を
難
な
く
超

え
、
分
速
１
０
１
０
ｍ
も
ク
リ
ア
。

動
き
を
撮
影
し
て
い
た
別
の
メ
ン

バ
ー
ら
は
、
あ
ま
り
の
速
さ
に
驚
い

て
思
わ
ず
尻
も
ち
を
つ
い
た
と
い
う
。

据
付
・
調
整
技
術
セ
ン
タ
ー

調
整
技
術
担
当
　
グ
ル
ー
プ
長

当
時
◉
調
整
担
当

川
崎 

貴
行

か
わ
さ
き
・
た
か
ゆ
き

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
推
進
部

フ
ィ
ー
ル
ド
技
術
支
援
担
当
　
参
事

当
時
◉
工
事
担
当

木
村 
正
人

き
む
ら
・
ま
さ
と

東
京
支
社

東
京
臨
海
支
店
　
支
店
長

当
時
◉
保
守
担
当

滝
井 

広
隆

た
き
い
・
ひ
ろ
た
か

据付工事中に、93階の機械室の横で撮影された写真

TAIPEI101の敷地内にある記念碑。TAIPEI101の建設に関わった人々の名前が
すべて刻まれている（掲載人数：東芝エレベータおよび東芝の社員は92名、GFC社
の社員は190名）。

3episode 

最
高
の
乗
り
心
地
を
実
現
す
る
た
め
に
、

コ
ン
マ
数
㎜
の
据
付
精
度
に
挑
む
。
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Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
超
々
高
速
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、
空
前
の
速
度
と

昇
降
距
離
に
対
応
し
た
、
安
全
性
と

快
適
性
を
実
現
す
る
新
技
術
が
多
数

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
安
全
性
の
確
保
で
あ
る
。

例
え
ば
、
異
常
に
加
速
す
る
と
自
動

的
に
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
を
挟
ん
で
か
ご

を
止
め
る
非
常
止
め
装
置
は
、
高
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
能
力
が
必
要
だ
。

高
温
の
摩
擦
熱
に
耐
え
る
新
素
材
を

開
発
し
、
レ
ー
ル
の
挟
み
方
を
工
夫

し
た
。
次
第
に
摩
耗
す
る
ガ
イ
ド

レ
ー
ル
を
頻
繁
に
交
換
し
、
約
60
回

の
落
下
試
験
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。

　
昇
降
路
の
底
に
は
、
11
ｔ
の
衝
撃

に
耐
え
る
長
さ
約
10
ｍ
の
油
圧
緩
衝

器
を
設
置
。
伸
縮
す
る
３
段
構
造
で

省
ス
ペ
ー
ス
化
に
も
成
功
し
た
。
建

物
の
揺
れ
に
伴
う
ロ
ー
プ
の
振
動
に

対
し
て
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解

析
を
も
と
に
振
れ
止
め
枠
を
設
置
。

強
風
時
に
お
け
る
減
速
運
転
な
ど
の

管
制
方
法
も
確
立
し
た
。

　
快
適
性
に
関
し
て
は
、
か
ご
室
内

の
気
圧
も
大
き
な
課
題
に
な
る
。
高

低
差
が
大
き
い
地
点
間
を
高
速
昇
降

す
る
と
、
急
激
な
気
圧
変
化
で
耳
詰

ま
り
を
招
く
か
ら
だ
。
解
決
の
ア
イ

デ
ア
は
世
界
初
の
か
ご
室
内
の
気
圧

制
御
だ
っ
た
。
快
適
な
気
圧
変
化
パ

タ
ー
ン
の
特
定
に
苦
労
し
た
と
藤
田

は
い
う
。

　「
か
ご
室
内
の
気
圧
変
化
を
再
現

す
る
減
圧
室
を
つ
く
り
、
医
師
立
ち

会
い
の
も
と
大
勢
の
被
験
者
で
実
験

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
正
解
は
最
初

か
ら
最
後
ま
で
気
圧
変
化
の
割
合
を

一
定
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
気
圧
制

御
に
室
内
の
気
密
化
が
不
可
欠
な
の

で
、新
機
構
の
扉
も
開
発
し
ま
し
た
」

　
そ
し
て
こ
の
か
ご
は
、
別
の
課
題

も
解
決
し
て
し
ま
っ
た
。
藤
田
に
よ

る
と
、「
高
速
走
行
時
に
発
生
す
る

不
快
な
風
切

り
音
を
抑
え
る

た
め
、
か
ご
の

形
を
流
線
形
に

し
た
が
、
充
分

な
効
果
が
得
ら

れ
ず
苦
労
し
て

い
た
。
し
か
し
、

気
密
化
し
た
こ

と
で
か
ご
室
内

に
入
る
音
が
大
幅
に
抑
え
ら
れ
た
」

の
だ
。

　
振
動
対
策
に
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
マ
ス

ダ
ン
パ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
）
を
開
発
。
か
ご

の
振
動
を
検
知
す
る
と
、
お
も
り
を

動
か
し
て
振
動
を
打
ち
消
す
画
期
的

な
装
置
だ
。

　「
か
ご
同
士
や
か
ご
と
釣
り
合
い

お
も
り
が
す
れ
違
う
時
に
起
き
る
横

揺
れ
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
で
収
め
ま
す
。
も
っ

と
も
、
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
高
精
度
な

据
付
工
事
の
お
か
げ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
の

出
番
は
予
想
よ
り
減
り
ま
し
た
。
快

適
性
の
基
本
は
、
や
は
り
高
度
な
据

付
性
能
な
ん
で
す
」（
藤
田
）

　
床
に
硬
貨
を
立
て
て
も
倒
れ
な
い

─
こ
れ
は
オ
ー
ナ
ー
の
要
求
だ
っ

た
。
実
際
に
試
し
た
の
は
、
最
終
調

整
を
担
当
し
た
川
崎
貴
行
で
あ
る
。

　「
５
０
０
円
玉
よ
り
少
し
小
さ
い

50
元
硬
貨
を
２
枚
、
縦
横
に
立
て
ま

し
た
が
、
動
き
始
め
、
停
止
し
て
扉

が
開
く
ま
で
倒
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

検
証
時
の
デ
ー
タ
で
は
ク
リ
ア
し
て

い
ま
し
た
が
、ホ
ッ
と
し
ま
し
た
よ
」

かご室内にはインジケーターがあり、分速1010mに到達
した瞬間を視覚的にも楽しめる。

取
締
役
　
上
席
常
務

品
質
統
括
責
任
者

当
時
◉
副
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

久
保 

進

く
ぼ
・
す
す
む

常
務

統
括
技
師
長

当
時
◉
要
素
技
術
開
発
責
任
者

藤
田 

善
昭

ふ
じ
た
・
よ
し
あ
き

今
回
取
材
し
た
メ
ン
バ
ー

超々高速エレベーターの
構造図

制御盤
高速巻上機

釣り合いおもり

ガイドレール

油圧緩衝器

気圧制御システム非常止め装置

2episode 

前
人
未
到
の
領
域
に
到
達
す
る
た
め
に
、

新
技
術
の
数
々
を
開
発
し
た
。

アクティブマスダンパ
（AMD）
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現
地
に
４
年
半
駐
在
し
て
工
事
を

指
揮
し
た
木
村
正
人
は
、
そ
の
ガ
イ

ド
レ
ー
ル
の
工
事
に
最
も
苦
労
し
た

と
い
う
。
高
層
建
築
物
は
常
に
揺
れ
、

鉄
骨
は
気
温
で
伸
縮
す
る
か
ら
だ
。

　「
表
面
に
コ
ン
マ
数
㎜
の
凸
凹
が

あ
る
だ
け
で
乗
り
心
地
に
影
響
す
る

の
で
、
そ
う
し
た
状
況
で
の
据
付
は

至
難
の
業
で
す
。
結
局
は
根
気
が
も

の
を
い
い
ま
す
。
凸
凹
が
あ
る
よ
う

な
ら
、
何
度
で
も
戻
っ
て
作
業
を
や

り
直
す
。
ま
た
、
接
合
部
は
少
な
い

ほ
う
が
よ
い
の
で
、
工
事
の
分
割
方

法
も
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
」

　
工
事
の
次
は
調
整
だ
。
川
崎
は
、

調
整
の
役
割
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「
製
品
の
完
成
度
が
高
い
だ
け
で

は
目
標
の
性
能
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
据
え
付
け
、

そ
れ
を
調
整
し
て
こ
そ
、
１
０
０
％

の
力
を
引
き
出
せ
ま
す
」

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
従
来
と

異
な
り
、
開
発
段
階
か
ら
調
整
、
工

事
、
保
守
担
当
が
参
加
す
る
体
制
で

進
め
ら
れ
た
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
長
年
調
整
に
携
わ
っ
た
川
崎
は
、

自
分
の
集
大
成
と
す
る
思
い
で
募
集

に
手
を
挙
げ
、
一
つ
ひ
と
つ
開
発
・

検
証
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

　「
研
究
塔
で
出
せ
る
最
高
速
度
は

分
速
６
０
０
ｍ
で
す
。
展
望
台
の
高

さ
は
研
究
塔
の
約
２
・
５
倍
で
、
し

か
も
新
技
術
ば
か
り
。
デ
ー
タ
と
計

算
の
蓄
積
で
現
場
に
臨
む
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

要
求
以
上
の
品
質
を
目
指
し
ま
し
た
。

数
値
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
感
覚
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
も
う
少
し
頑
張
ろ
う

と
、
仲
間
に
無
理
を
お
願
い
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
ね
」

　
木
村
も
当
時
を
振
り
返
っ
て
こ
う

語
る
。

　「
最
終
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
合
格

だ
っ
た
の
で
す
が
、
レ
ー
ル
の
継
ぎ

目
で
１
カ
所
だ
け
、
わ
ず
か
に
揺
れ

を
感
じ
る
個
所
に
気
づ
き
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
に
触
る
と
…
…
」

　「
ほ
か
の
場
所
に
影
響
が
出
な
い

保
証
は
な
い
。
そ
れ
が
工
事
や
調
整

の
難
し
さ
で
す
。
木
村
と
２
人
で
葛

藤
の
末
、
妥
協
せ
ず
に
や
り
直
す
こ

と
に
決
め
て
、
予
定
さ
れ
て
い
た

納
期
で
最
高
精
度
を
実
現
で
き
ま
し

た
」
と
川
崎
。

　
そ
し
て
、
最
高
速
度
を
試
す
日
が

来
た
。
分
速
７
５
０
ｍ
を
難
な
く
超

え
、
分
速
１
０
１
０
ｍ
も
ク
リ
ア
。

動
き
を
撮
影
し
て
い
た
別
の
メ
ン

バ
ー
ら
は
、
あ
ま
り
の
速
さ
に
驚
い

て
思
わ
ず
尻
も
ち
を
つ
い
た
と
い
う
。

据
付
・
調
整
技
術
セ
ン
タ
ー

調
整
技
術
担
当
　
グ
ル
ー
プ
長

当
時
◉
調
整
担
当

川
崎 

貴
行

か
わ
さ
き
・
た
か
ゆ
き

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
推
進
部

フ
ィ
ー
ル
ド
技
術
支
援
担
当
　
参
事

当
時
◉
工
事
担
当

木
村 

正
人

き
む
ら
・
ま
さ
と

東
京
支
社

東
京
臨
海
支
店
　
支
店
長

当
時
◉
保
守
担
当

滝
井 

広
隆

た
き
い
・
ひ
ろ
た
か

据付工事中に、93階の機械室の横で撮影された写真

TAIPEI101の敷地内にある記念碑。TAIPEI101の建設に関わった人々の名前が
すべて刻まれている（掲載人数：東芝エレベータおよび東芝の社員は92名、GFC社
の社員は190名）。

3episode 

最
高
の
乗
り
心
地
を
実
現
す
る
た
め
に
、

コ
ン
マ
数
㎜
の
据
付
精
度
に
挑
む
。
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ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
●
台
北
市
生
ま
れ
。
３
歳
で
来
日
し
、
11
歳
の
時
、
日
米
合
作
映
画
で
女
優
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
数
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
、
舞
台
に
出
演
。
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
は
16
歳
。

１
９
７
９
年
に「
魅
せ
ら
れ
て
」が
大
ヒ
ッ
ト
し
、日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
。
木
版
画
家
と
し
て
も
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

INTERVIEW

建築で変わる街の風景❶
─TA I P E I 101

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
展
望
台
か
ら
見
た

生
ま
れ
故
郷
の
街
の
姿
は
、

多
く
の
命
が
生
き
て
い
る
こ
と
を

確
か
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

古
く
て
も
新
し
く
て
も

好
き
な
も
の
を
大
切
に

　
初
め
て
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
展
望
台

か
ら
街
を
眺
め
た
時
は
、
自
分
が
生
ま

れ
た
街
に
は
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
住

ん
で
い
た
の
か
と
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
と
同
時
に
、
こ
こ
に
あ

る
も
の
す
ご
い
数
の
建
物
す
べ

て
に
、
た
く
さ
ん
の〝
命
〟
が

生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を

し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
か
ら
見
る
都

市
の
姿
は
、
飛
行
機
か
ら
見
る

の
と
は
全
然
違
い
ま
す
よ
。
台

湾
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
１
９
９
９
年
の
９
２
１

大
地
震（
※
）
の
あ
と
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ

101
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
く
の
を
見
な

が
ら
、〝
台
湾
は
必
ず
元
気
を
取
り
戻

す
〟
と
確
信
し
た
も
の
で
し
た
。
復
興

の
象
徴
で
す
。
完
成
後
は
周
囲
が
再
び

栄
え
て
若
者
も
増
え
、
毎
年
恒
例
の
大

晦
日
の
花
火
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
壮
大
な

花
火
を
見
に
何
十
万
人
も
の
人
々
が

集
ま
り
ま
す
。
台
湾
の
底
力
と
豊
か

さ
を
感
じ
さ
せ
、
未
来
を
明
る
く
照
ら

す
建
物
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り

に
も
速
く
て
不
思
議
な
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
。

あ
れ
は
ま
る
で
近
未
来
Ｓ
Ｆ
の
世
界
で

す
よ
。

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
あ
る
信
義
新
都

心
は
す
べ
て
が
新
し
く
、
近
代
化
と
成

長
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し

行
け
ば
、
出
店
が
並
ぶ
夜
市
も
賑
わ
っ

て
い
ま
す
ね
。
昔
な
が
ら
の
情
緒
豊
か

な
街
も
上
手
に
共
存
し
て
い
る
。
古
き

良
き
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
残
す
の
は
、
台

湾
の
い
い
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

日
本
の
統
治
時
代
に
入
っ
て
き
て
、
今

も
残
っ
て
い
る
文
化
が
あ
る
の
も
、
そ

れ
が
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
生
き
る
人
の
思
い
が

建
物
に
は
染
み
込
ん
で
い
く

　
私
に
と
っ
て
思
い
出
の
繁
華
街
と
い

う
と
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
と
は
少
し
離

れ
て
い
ま
す
が
、
万
華
区
の
西
門
町
で

す
。〝
台
北
の
原
宿
〟
と
も
い
わ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
昔
、
恋
人
た
ち
が
手
に

手
を
と
っ
て
歩
い
た
街
で
す
。
出
店
も

い
っ
ぱ
い
。
小
さ
い
頃
は
、
母
に
よ
く

連
れ
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。
掘
り
出

し
物
が
あ
る
と
い
っ
て
…
…
。
そ
し
て
、

私
の
初
め
て
の
デ
ー
ト
も
こ
こ
。
15
歳

の
時
で
す
。
憧
れ
の
お
兄
さ
ん
が
私
を

食
事
に
誘
っ
て
く
れ
て
、
緊
張
し
な
が

ら
人
混
み
の
な
か
を
歩
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
理
由
で
、
繁
華
街
と
い
え
ば

西
門
町
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
も
登
場
し
、
近
年
は
多
様

化
し
ま
し
た
ね
。
き
っ
と
も
う
た
く
さ

ん
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
は
木
版
画
家
と
し
て
、
古
い
日
本

の
建
物
を
題
材
に
し
ま
す
が
、
建
物
っ

て
不
思
議
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
生
き
た

人
の
吐
息
や
思
い
が
染
み
込
ん
で
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。
訪
れ
た
古
い
建
物

の
床
の
色
や
柱
の
傷
な
ど
を
見
て
、
そ

こ
で
暮
ら
し
た
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
き

た
空
気
を
ふ
と
感
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
も
ま
た
、

そ
こ
に
人
が
生
き
て
い
る
限
り
、
そ
の

身
に
歴
史
を
刻
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
受
け
止
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。

※
台
湾
で
20
世
紀
に
発
生
し
た
地
震
の
な
か
で
も
最

大
規
模
で
、
1
9
9
9
年
9
月
21
日
に
発
生
。
ジ
ュ

デ
ィ
さ
ん
は
こ
の
年
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

921大地震が発生した際、ジュディさんはその
4日後に故郷台湾へ戻った。

台北駅1番線で家族と撮影した写真

ジ
ュ
デ
ィ・オ
ン
グ
さ
ん
（
歌
手
・
女
優
・
木
版
画
家
）
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保
守
は
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
の
崇

友
實
業
（
以
下
、
Ｇ
Ｆ
Ｃ
社
）
が
担
っ

て
い
る
が
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保

守
担
当
が
昨
年
の
秋
ま
で
駐
在
し
て

い
た
。
技
術
指
導
に
当
た
っ
た
滝
井

広
隆
は
こ
う
語
る
。

　「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
保
守

も
開
発
段
階
か
ら
参
加
し
、
我
々
の

要
望
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
安
全
で
効
率
よ
く
作

業
が
で
き
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101

は
、
そ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
せ
る
最
高
の
舞
台
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
文
化
の
違
い
、
言
葉
の
壁

な
ど
に
最
初
は
苦
労
し
ま
し
た
ね
」

　
例
え
ば
、
台
湾
に
は
保
守
に
よ
っ

て
故
障
を
防
ぐ
〝
予
防
保
守
〟
の
考

え
方
が
な
か
っ
た
。

　「
現
地
に
は
現
地
の
文
化
が
あ
り
、

Ｇ
Ｆ
Ｃ
社
に
も
40
年
の
歴
史
が
あ
る
。

我
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
具
体
的
に
ま
と

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
相
手
の
や
り
方
を
学
び
、

そ
の
う
え
で
品
質
目
標
や
手
法
を
共

有
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　
異
文
化
理
解
と
対
話
。
こ
れ
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
と
っ
て
も
成
否

を
分
け
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ

た
と
久
保
は
振
り
返
る
。

　「
我
々
が
挑
ん
だ
の
は
未
知
の
世

界
。
し
か
も
納
入
は
異
国
の
地
で
す
。

現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
も
含
め
〝
製
・

販
・
技
〟
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の

目
標
に
向
か
え
た
か
ら
こ
そ
、
お
客

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
し
た
。
最

大
の
成
功
要
因
は
、
水
口
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
が
、
地

震
や
火
災
な
ど
、
想
定
外
の
事
態
が

発
生
し
た
時
に
、
そ
の
影
響
を
見
極

め
て
各
担
当
を
常
に
つ
な
ぎ
、
情
報

と
意
識
を
共
有
で
き
た
点
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
私
に
は
正
念
場
の
連
続
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
」

　
久
保
は
リ
ー
ダ
ー
の
姿
か
ら
対
話

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
と
い
う
。
水
口

は
、
時
間
が
許
す
限
り
現
場
に
出
た
。

久
保
も
現
地
で
は
多
く
の
時
間
を
ヘ

ル
メ
ッ
ト
姿
で
過
ご
し
、
現
在
も
そ

の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

　
世
界
一
を
成
し
遂
げ
た
G
F
C
社

の
仲
間
た
ち
と
の
絆
は
今
も
強
い
。

「
台
湾
は
人
と
人
」
と
メ
ン
バ
ー

は
口
を
揃
え
る
。「
会
社
が
困
る
と

い
っ
て
も
ダ
メ
。
俺
が
困
る
と
い
え

ば
や
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
」
と
木
村
。

そ
こ
で
は
一
緒
に
働
く
一
人
ひ
と
り

へ
の
信
頼
が
す
べ
て
の
基
礎
だ
っ
た
。

　
思
い
出
も
数
え
き
れ
な
い
。

　「
例
え
ば
Ｇ
Ｆ
Ｃ
社
の
社
員
旅
行
。

皆
を
宜イ

ー
ラ
ン蘭
と
い
う
海
辺
の
観
光
地
に

連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｆ

Ｃ
社
員
の
家
族
も
一
緒
。
願
い
事
を

書
い
た
ラ
ン
タ
ン
を
た
く
さ
ん
空
に

上
げ
た
ね
」
と
川
崎
。

　
願
い
は
叶
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

す
べ
て
の
も
の
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
®

を
は
じ
め
、
以
降
の
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

保守作業を行うGFC社の担当者

　
２
台
の
超
々
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
納
入
８
年
後
の
２
０
１
２
年
、

当
初
の
性
能
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
も
安
定
稼
働
、

無
事
故
運
転
を
続
け
て
い
る
。「
納

入
時
に
は
10
年
ほ
ど
で
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
が
必
要
と
予
想
し
て
い
ま
し

た
が
、
想
定
以
上
の
品
質
で
納
品
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
も

ち
ろ
ん
、
日
頃
の
保
守
の
成
果
で
す

ね
」
と
藤
田
は
い
う
。

調整後の試験では徐々に速度を上げていき、2004年9月4日に分速1010mを達成。
その日は、メンバーが一堂に会して記念写真を撮影した。

GFC社のTA I P E I 101初代所長（右端）と技術指導に当たった保守担当

す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
で
情
報
と
意
識
を
共
有
し
、

〝
製
・
販
・
技
〟が
一
体
と
な
っ
て
目
標
に
向
か
う
。
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ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
●
台
北
市
生
ま
れ
。
３
歳
で
来
日
し
、
11
歳
の
時
、
日
米
合
作
映
画
で
女
優
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後
、
数
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
、
舞
台
に
出
演
。
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
は
16
歳
。

１
９
７
９
年
に「
魅
せ
ら
れ
て
」が
大
ヒ
ッ
ト
し
、日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
。
木
版
画
家
と
し
て
も
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

INTERVIEW

建築で変わる街の風景❶
─TA I P E I 101

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
展
望
台
か
ら
見
た

生
ま
れ
故
郷
の
街
の
姿
は
、

多
く
の
命
が
生
き
て
い
る
こ
と
を

確
か
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

古
く
て
も
新
し
く
て
も

好
き
な
も
の
を
大
切
に

　
初
め
て
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
展
望
台

か
ら
街
を
眺
め
た
時
は
、
自
分
が
生
ま

れ
た
街
に
は
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
住

ん
で
い
た
の
か
と
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
と
同
時
に
、
こ
こ
に
あ

る
も
の
す
ご
い
数
の
建
物
す
べ

て
に
、
た
く
さ
ん
の〝
命
〞
が

生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を

し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
か
ら
見
る
都

市
の
姿
は
、
飛
行
機
か
ら
見
る

の
と
は
全
然
違
い
ま
す
よ
。
台

湾
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
１
９
９
９
年
の
９
２
１

大
地
震（
※
）
の
あ
と
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ

101
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
く
の
を
見
な

が
ら
、〝
台
湾
は
必
ず
元
気
を
取
り
戻

す
〞
と
確
信
し
た
も
の
で
し
た
。
復
興

の
象
徴
で
す
。
完
成
後
は
周
囲
が
再
び

栄
え
て
若
者
も
増
え
、
毎
年
恒
例
の
大

晦
日
の
花
火
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
壮
大
な

花
火
を
見
に
何
十
万
人
も
の
人
々
が

集
ま
り
ま
す
。
台
湾
の
底
力
と
豊
か

さ
を
感
じ
さ
せ
、
未
来
を
明
る
く
照
ら

す
建
物
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り

に
も
速
く
て
不
思
議
な
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
。

あ
れ
は
ま
る
で
近
未
来
Ｓ
Ｆ
の
世
界
で

す
よ
。

　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
の
あ
る
信
義
新
都

心
は
す
べ
て
が
新
し
く
、
近
代
化
と
成

長
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し

行
け
ば
、
出
店
が
並
ぶ
夜
市
も
賑
わ
っ

て
い
ま
す
ね
。
昔
な
が
ら
の
情
緒
豊
か

な
街
も
上
手
に
共
存
し
て
い
る
。
古
き

良
き
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
残
す
の
は
、
台

湾
の
い
い
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

日
本
の
統
治
時
代
に
入
っ
て
き
て
、
今

も
残
っ
て
い
る
文
化
が
あ
る
の
も
、
そ

れ
が
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
生
き
る
人
の
思
い
が

建
物
に
は
染
み
込
ん
で
い
く

　
私
に
と
っ
て
思
い
出
の
繁
華
街
と
い

う
と
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
と
は
少
し
離

れ
て
い
ま
す
が
、
万
華
区
の
西
門
町
で

す
。〝
台
北
の
原
宿
〞
と
も
い
わ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
昔
、
恋
人
た
ち
が
手
に

手
を
と
っ
て
歩
い
た
街
で
す
。
出
店
も

い
っ
ぱ
い
。
小
さ
い
頃
は
、
母
に
よ
く

連
れ
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。
掘
り
出

し
物
が
あ
る
と
い
っ
て
…
…
。
そ
し
て
、

私
の
初
め
て
の
デ
ー
ト
も
こ
こ
。
15
歳

の
時
で
す
。
憧
れ
の
お
兄
さ
ん
が
私
を

食
事
に
誘
っ
て
く
れ
て
、
緊
張
し
な
が

ら
人
混
み
の
な
か
を
歩
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
理
由
で
、
繁
華
街
と
い
え
ば

西
門
町
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
も
登
場
し
、
近
年
は
多
様

化
し
ま
し
た
ね
。
き
っ
と
も
う
た
く
さ

ん
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
は
木
版
画
家
と
し
て
、
古
い
日
本

の
建
物
を
題
材
に
し
ま
す
が
、
建
物
っ

て
不
思
議
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
生
き
た

人
の
吐
息
や
思
い
が
染
み
込
ん
で
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。
訪
れ
た
古
い
建
物

の
床
の
色
や
柱
の
傷
な
ど
を
見
て
、
そ

こ
で
暮
ら
し
た
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
き

た
空
気
を
ふ
と
感
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
も
ま
た
、

そ
こ
に
人
が
生
き
て
い
る
限
り
、
そ
の

身
に
歴
史
を
刻
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
受
け
止
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
。

※
台
湾
で
20
世
紀
に
発
生
し
た
地
震
の
な
か
で
も
最

大
規
模
で
、
1
9
9
9
年
9
月
21
日
に
発
生
。
ジ
ュ

デ
ィ
さ
ん
は
こ
の
年
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

921大地震が発生した際、ジュディさんはその
4日後に故郷台湾へ戻った。

台北駅1番線で家族と撮影した写真

ジ
ュ
デ
ィ・オ
ン
グ
さ
ん
（
歌
手
・
女
優
・
木
版
画
家
）
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
澤
田
昌
志
が
東

芝
に
入
社
し
た
の
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
60
竣
工
の
5
年
前
。
当
時
の
社
内

の
様
子
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
社
内
で
は
○
に
池
と
書
い
て
〝
マ

ル
イ
ケ
〟
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
い
、

マ
ル
イ
ケ
一
色
で
し
た
。
昇
降
機
事

業
発
足
後
10
年
も
た
た
な
い
頃
で
す

か
ら
、
な
ん
と
大
胆
な
受
注
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
先
輩
方
は
成
し
遂
げ

た
。
あ
の
熱
気
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
」

　
東
芝
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
に
同

社
初
と
な
る
分
速
３
６
０
ｍ
の
超
高

速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
む
33
台
を
納

入
し
た
。
こ
の
成
功
が
昇
降
機
事
業

で
は
最
後
発
だ
っ
た
同
社
に
転
機
を

も
た
ら
し
、
以
後
、
次
々
と
高
速
・

超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
受
注
。
国

内
で
昇
降
機
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
３

に
名
を
連
ね
る
道
が
開
か
れ
た
。

　「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
は
、
そ
の
後

約
30
年
、
保
守
を
通
じ
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
守
り
続
け
、
そ
れ
が
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
自
分
が

携
わ
れ
る
の
は
光
栄
で
し
た
が
、我
々

が
30
年
で
い
か
に
成
長
し
た
か
も
示

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
し
た
」（
澤
田
）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
受
注
ま
で
の
道
の

り
も
長
か
っ
た
。
当
時
営
業
を
担
当

し
た
大
場
茂
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な

提
案
か
ら
着
工
ま
で
約
３
年
を
要
し

た
と
い
う
。

　「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
日
頃
の
点

検
で
故
障
を
防
ぎ
、
壊
れ
た
ら
部
品

を
交
換
し
て
元
ど
お
り
に
し
ま
す
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
も
当
社
の
保
守

が
長
年
そ
う
や
っ
て
安
全
・
安
心
を

保
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
お
客
様
は

当
然
、
今
な
ぜ
多
額
の
費
用
を
投
じ

て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
入
れ
替
え
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
保

守
と
連
携
し
、
時
間
を
か
け
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
意
義
と
効
用
を
ご
説

明
し
ま
し
た
」（
大
場
）

　
具
体
的
に
は
、
営
業
担
当
の
鯨
井

雅
史
が
こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。

　「
30
年
の
間
に
、
日
常
の
点
検
で

は
防
げ
な
い
経
年
劣
化
が
生
じ
る
一

方
、
技
術
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
快
適
性
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
大
規
模
地

震
時
の
事
故
防
止
策
、
待
ち
時
間
を

短
縮
す
る
最
新
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
で
す
。
新
し
い
法
令
へ
の
対
応

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
こ
れ
ら
に
よ
り
時
代
に
即
し
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
に

と
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
超
高
層

ビ
ル
で
の
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
未
経
験
の
仕

事
だ
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
林
明

夫
は
、
受
注
後
の
状
況
を
こ
う
語
る
。

　「
当
社
全
体
が
『
絶
対
に
や
り
遂

げ
る
』
と
い
う
熱
い
思
い
で
一
丸
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
多
く

の
蓄
積
を
持
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新

規
設
置
と
異
な
り
、
確
固
た
る
ノ
ウ

ハ
ウ
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
持
ち
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
な
か
で
、
必

要
な
も
の
を
構
築
し
て
い
く
し
か
な

か
っ
た
の
で
す
」

1952年の池袋・東口。煙突の先にある、横に広がった白い建物が巣鴨プリズンで、
サンシャイン60は後年、この跡地に建設された。

写真撮影：島村英紀　出典：http://shima3.fc2web.com/rekisihiphotoes.html

1episode エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
初
経
験
。

社
内
は
「
絶
対
に
や
り
遂
げ
る
」
と
い
う
思
い
で
満
ち
て
い
た
。

18

超
高
層
ビ
ル
の
エレベー
タ
ー
を

　
最
新
機
種
に

リ
ニュ
ー
ア
ル
せ
よ
。

国
内
超
高
層
ビ
ル
の
草
分
け
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
が
竣
工
し
た
の
は
１
９
７
８
年
。

東
芝
は
、
分
速
３
６
０
ｍ
と
い
う
同
社
初
の
超
高
速
機
種
を
は
じ
め
と
す
る

33
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入
し
た
。

そ
し
て
21
世
紀
。
同
ビ
ル
開
業
30
年
を
見
す
え
た
改
修
が
始
ま
り
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
同
社
初
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
受
注
し
た
。

２
０
０
６
年
の
着
工
か
ら
５
年
に
わ
た
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

東
芝
昇
降
機
事
業
の
30
年
の
成
長
が
問
わ
れ
る
試
金
石
で
も
あ
っ
た
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60

開
発
・	

納
入
秘
話
❷

住所：	東京都豊島区東池袋 3-1
施設：	地下4階、地上60階、塔屋3階建て

地上高 226 .3m
延床面積 190,595㎡
開業 1978年 4月

概要：	1978年に開業したサンシャインシティの中核。
開業当時は東洋一の高さを誇った。商業施設、
公共施設、水族館、プラネタリウムなどを併設
し、都内有数の観光地として現在も人気が高い。
2015年の在勤者数は約1 . 2万人。

サンシャイン60

　
東
京
都
の
副
都
心
構
想
か
ら
生
ま
れ
た
国

内
有
数
の
大
型
複
合
施
設
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
。
そ
の
中
核
と
な
る
超
高
層
ビ
ル
が
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
あ
る
。
１
９
７
８
年
の
開

業
当
時
、
そ
の
高
さ
は
、
シ
ア
ー
ズ
タ
ワ
ー

（
現
ウ
ィ
リ
ス
タ
ワ
ー
）、
エ
ン
パ
イ
ア
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
で
東
洋
一
。

日
本
の
ビ
ル
高
層
化
の
先
駆
け
と
な
り
、
超

高
層
ビ
ル
の
代
名
詞
と
し
て
今
も
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
東
芝
は
当
時
、
同
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

41
台
の
う
ち
、
分
速
３
６
０
ｍ
と
い
う
同

社
初
の
超
高
速
機
種
を
は
じ
め
33
台
を
納

入
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
高
速
・
超
高
速
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
受
注
を
次
々
と
得
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
21
世
紀
。
同
ビ
ル
は
２
０
０
８
年

の
開
業
30
周
年
を
前
に
建
物
や
設
備
の
改
修

に
着
手
し
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
受
注
。
こ
れ
は
、
同
社
初
の
大
規
模

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
同

社
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
お
け
る
パ
イ
オ

ニ
ア
的
存
在
と
な
っ
た
。

昇
降
機
事
業
が
飛
躍
す
る

契
機
と
な
っ
た
物
件

東京支社 東京北支店 池袋営業所のメンバー

保 守 を 担 当 す る の は 私 た ち で す
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
澤
田
昌
志
が
東

芝
に
入
社
し
た
の
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
60
竣
工
の
5
年
前
。
当
時
の
社
内

の
様
子
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
社
内
で
は
○
に
池
と
書
い
て
〝
マ

ル
イ
ケ
〞
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
い
、

マ
ル
イ
ケ
一
色
で
し
た
。
昇
降
機
事

業
発
足
後
10
年
も
た
た
な
い
頃
で
す

か
ら
、
な
ん
と
大
胆
な
受
注
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
先
輩
方
は
成
し
遂
げ

た
。
あ
の
熱
気
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
」

　
東
芝
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
に
同

社
初
と
な
る
分
速
３
６
０
ｍ
の
超
高

速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
む
33
台
を
納

入
し
た
。
こ
の
成
功
が
昇
降
機
事
業

で
は
最
後
発
だ
っ
た
同
社
に
転
機
を

も
た
ら
し
、
以
後
、
次
々
と
高
速
・

超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
受
注
。
国

内
で
昇
降
機
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
３

に
名
を
連
ね
る
道
が
開
か
れ
た
。

　「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
は
、
そ
の
後

約
30
年
、
保
守
を
通
じ
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
守
り
続
け
、
そ
れ
が
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
自
分
が

携
わ
れ
る
の
は
光
栄
で
し
た
が
、我
々

が
30
年
で
い
か
に
成
長
し
た
か
も
示

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
し
た
」（
澤
田
）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
受
注
ま
で
の
道
の

り
も
長
か
っ
た
。
当
時
営
業
を
担
当

し
た
大
場
茂
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な

提
案
か
ら
着
工
ま
で
約
３
年
を
要
し

た
と
い
う
。

　「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
日
頃
の
点

検
で
故
障
を
防
ぎ
、
壊
れ
た
ら
部
品

を
交
換
し
て
元
ど
お
り
に
し
ま
す
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
も
当
社
の
保
守

が
長
年
そ
う
や
っ
て
安
全
・
安
心
を

保
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
お
客
様
は

当
然
、
今
な
ぜ
多
額
の
費
用
を
投
じ

て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
入
れ
替
え
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
保

守
と
連
携
し
、
時
間
を
か
け
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
意
義
と
効
用
を
ご
説

明
し
ま
し
た
」（
大
場
）

　
具
体
的
に
は
、
営
業
担
当
の
鯨
井

雅
史
が
こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。

　「
30
年
の
間
に
、
日
常
の
点
検
で

は
防
げ
な
い
経
年
劣
化
が
生
じ
る
一

方
、
技
術
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
快
適
性
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
大
規
模
地

震
時
の
事
故
防
止
策
、
待
ち
時
間
を

短
縮
す
る
最
新
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
で
す
。
新
し
い
法
令
へ
の
対
応

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
こ
れ
ら
に
よ
り
時
代
に
即
し
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
に

と
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
超
高
層

ビ
ル
で
の
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
未
経
験
の
仕

事
だ
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
林
明

夫
は
、
受
注
後
の
状
況
を
こ
う
語
る
。

　「
当
社
全
体
が
『
絶
対
に
や
り
遂

げ
る
』
と
い
う
熱
い
思
い
で
一
丸
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
多
く

の
蓄
積
を
持
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新

規
設
置
と
異
な
り
、
確
固
た
る
ノ
ウ

ハ
ウ
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
持
ち
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
な
か
で
、
必

要
な
も
の
を
構
築
し
て
い
く
し
か
な

か
っ
た
の
で
す
」

1952年の池袋・東口。煙突の先にある、横に広がった白い建物が巣鴨プリズンで、
サンシャイン60は後年、この跡地に建設された。

写真撮影：島村英紀　出典：http://shima3.fc2web.com/rekisihiphotoes.html

1episode エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
初
経
験
。

社
内
は
「
絶
対
に
や
り
遂
げ
る
」
と
い
う
思
い
で
満
ち
て
い
た
。
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3episode 

初
め
て
直
面
す
る
数
々
の
問
題
を

地
道
な
努
力
で
解
決
し
た
。

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、行
き
先
階
床
別
に
５
グ
ル
ー

プ
（
バ
ン
ク
と
い
う
）
に
分
か
れ
て
い

る
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
担
当
は
第

１
～
４
バ
ン
ク
で
、
工
事
は
バ
ン
ク

ご
と
に
１
台
ず
つ
４
台
並
行
で
進
め

ら
れ
た
。

　
工
事
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
古

い
機
種
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

切
り
離
し
だ
っ
た
と
い
う
。
石
川
に

よ
れ
ば
、
切
る
べ
き
配
線
を
図
面
上

で
示
せ
て
も
、
そ
れ
ら
の
配
線
が
実

際
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
調
べ
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
業
を
指

揮
し
た
調
整
担
当
の
松
川
和
行
は
こ

う
説
明
す
る
。

　「
バ
ン
ク
ご
と
に
配
線
が
入
り
乱
れ

て
い
る
な
か
、
１
台
切
り
離
す
た
め

に
何
千
本
も
の
配
線
を
１
本
ず
つ
調

べ
て
切
っ
て
い
き
ま
す
。
１
本
で
も

間
違
え
ば
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る

た
め
、
慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
非
常
に
重
要
な
工
事
で
す
」

　
そ
し
て
、
た
だ
で
さ
え
骨
が
折
れ

る
う
え
、
古
い
機
種
は
、
超
高
層
・

多
台
数
に
対
応
し
た
、
納
入
当
時
最

先
端
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て

い
た
。
こ
れ
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

複
数
並
ん
で
い
る
時
、
１
つ
の
呼
び

ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
る
と
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
使
用
状
況
に
応
じ
て
最
適
な

も
の
を
そ
の
乗
り
場
へ
配
車
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
は
、

よ
り
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な

最
新
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム
に

入
れ
替
え
る
が
、
そ
の
間
、

新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
呼

び
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
古
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
配
車
さ
れ

な
い
の
で
は
不
便
だ
。
こ
れ

を
解
決
し
た
の
が
、
新
旧
の

群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
橋
渡
し

す
る
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。

　「
呼
び
ボ
タ
ン
の
信
号
を

新
旧
両
シ
ス
テ
ム
に
送
る
呼

び
連
動
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、

新
し
い
機
種
も
古
い
機
種
も

１
つ
の
ボ
タ
ン
で
応
答
す
る

よ
う
に
し
た
の
で
す
。
た
だ

し
、
新
し
い
群
管
理
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
、
古
い
群

管
理
は
電
磁
石
で
ス
イ
ッ
チ

を
オ
ン
／
オ
フ
す
る
リ
レ
ー

式
で
す
。
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
リ

レ
ー
式
の
実
績
を
持
つ
先
輩

方
に
教
え
を
請
い
、
徹
底
的

に
学
び
直
し
な
が
ら
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
実
際
に
は
、
検
証
で
は

完
璧
で
も
、
い
ざ
現
場
に
持
ち
込
ん

だ
ら
問
題
が
起
こ
っ
た
り
と
、
か
な

東芝エレベータが担当したバンクの１つ。
ズラリと並んだエレベーターは、最新の
群管理システムで制御されている。
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3 　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
、
在
勤
者
約

１
万
２
０
０
０
人
を
抱
え
る
、
い
わ

ば
〝
生
き
て
い
る
ビ
ル
〟
だ
。
一
般

的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
と
同
様
、

作
業
は
必
然
的
に
夜
間
に
行
う
。

　「
夜
９
時
の
夕
礼
後
、
テ
ナ
ン
ト

の
皆
さ
ん
が
出
勤
さ
れ
る
朝
６
時
頃

ま
で
に
そ
の
日
の
工
事
を
完
了
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
活
は
昼
夜

逆
転
で
す
」
と
、
工
事
全
体
を
指
揮

し
た
山
田
雅
宏
は
い
う
。

　
し
か
も
当
然
、
顧
客
対
応
は
日
中

に
行
う
。
そ
の
た
め
、
日
中
の
作
業

を
夜
間
の
担
当
に
引
き
継
ぎ
、
夜
間

の
業
務
を
日
中
の
担
当
に
引
き
継
ぐ

24
時
間
体
制
に
な
る
。
現
場
以
外
も

そ
れ
に
合
わ
せ
た
。
現
場
で
何
か

あ
っ
た
場
合
は
、
た
と
え
夜
中
で
も

必
ず
担
当
者
に
連
絡
を
と
れ
る
体
制

を
つ
く
っ
た
。

　
全
社
挙
げ
て
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
社
内
で	

は
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」
と
い
え
ば
、

誰
も
が
最
優
先
で
対
応
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
了

す
る
ま
で
の
５
年
間
、
家
族
の
理
解

に
支
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
業
務
を
遂

行
で
き
た
と
メ
ン
バ
ー
は
口
を
揃
え

る
。

　「
午
前
中
に
帰
宅
し
、『
夕
方
５
時

に
出
勤
す
る
か
ら
』
な
ど
と
い
っ
て

寝
床
に
入
る
の
が
、
だ
い
た
い
正
午

で
す
。
で
も
、
な
か
な
か
寝
ら
れ
な

い
も
の
で
す
ね
。
当
時
小
学
生
だ
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
か
ら
帰
っ

て
も
私
を
気
遣
っ
て
静
か
に
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
か
わ
い

そ
う
に
思
う
一
方
、
そ
の
優
し
さ
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
」
と
山
田
は

振
り
返
る
。

　〝
現
場
主
義
〟
の
考
え
方
は
徹
底

さ
れ
、
何
か
あ
れ
ば
設
計
も
製
造
も

す
ぐ
に
現
地
に
駆
け
つ
け
、
実
際
に

現
場
を
確
認
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は

持
ち
帰
り
、
そ
の
夜
現
場
が
動
き
始

め
る
ま
で
に
対
応
を
終
え
た
。

　
設
計
を
担
当
し
た
石
川
徹
は
、
設

計
者
と
し
て
本
来
ど
う
現
場
に
関
わ

る
べ
き
か
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

学
ん
だ
と
い
う
。

　「
設
計
や
製
造
は
府
中
工
場
に
い

て
、
現
場
に
出
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
場
で
一
緒
に

調
査
し
、
工
事
に
も
立
ち
会
っ
た
。

今
で
は
当
た
り
前
で
す
が
、
私
が
現

場
に
出
た
起
源
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

〝
真
実
は
現
場
に
あ
る
〟
と
身
を

も
っ
て
理
解
で
き
た
の
は
、
大
き
な

収
穫
で
し
た
」

2015年にはカードキーを用いたセキュリティ機能が導
入され、かご室の壁面にカードリーダーが設置された。

今回のリニューアルに伴って、
車いす兼用エレベーターも一部導入された。

2episode 

〝
真
実
は
現
場
に
あ
る
〟
を
合
言
葉
に
、

周
囲
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

24
時
間
体
制
で
作
業
を
進
め
た
。
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事
業
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
フ
ィ
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ル
ド
支
援
部

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト

当
時
◉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

澤
田 

昌
志

さ
わ
だ
・
ま
さ
し

今
回
取
材
し
た
メ
ン
バ
ー
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3episode 

初
め
て
直
面
す
る
数
々
の
問
題
を

地
道
な
努
力
で
解
決
し
た
。

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、行
き
先
階
床
別
に
５
グ
ル
ー

プ
（
バ
ン
ク
と
い
う
）
に
分
か
れ
て
い

る
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
担
当
は
第

１
〜
４
バ
ン
ク
で
、
工
事
は
バ
ン
ク

ご
と
に
１
台
ず
つ
４
台
並
行
で
進
め

ら
れ
た
。

　
工
事
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
古

い
機
種
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

切
り
離
し
だ
っ
た
と
い
う
。
石
川
に

よ
れ
ば
、
切
る
べ
き
配
線
を
図
面
上

で
示
せ
て
も
、
そ
れ
ら
の
配
線
が
実

際
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
調
べ
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
業
を
指

揮
し
た
調
整
担
当
の
松
川
和
行
は
こ

う
説
明
す
る
。

　「
バ
ン
ク
ご
と
に
配
線
が
入
り
乱
れ

て
い
る
な
か
、
１
台
切
り
離
す
た
め

に
何
千
本
も
の
配
線
を
１
本
ず
つ
調

べ
て
切
っ
て
い
き
ま
す
。
１
本
で
も

間
違
え
ば
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る

た
め
、
慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
非
常
に
重
要
な
工
事
で
す
」

　
そ
し
て
、
た
だ
で
さ
え
骨
が
折
れ

る
う
え
、
古
い
機
種
は
、
超
高
層
・

多
台
数
に
対
応
し
た
、
納
入
当
時
最

先
端
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て

い
た
。
こ
れ
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

複
数
並
ん
で
い
る
時
、
１
つ
の
呼
び

ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
る
と
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
使
用
状
況
に
応
じ
て
最
適
な

も
の
を
そ
の
乗
り
場
へ
配
車
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
は
、

よ
り
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な

最
新
の
群
管
理
シ
ス
テ
ム
に

入
れ
替
え
る
が
、
そ
の
間
、

新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
呼

び
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
古
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
配
車
さ
れ

な
い
の
で
は
不
便
だ
。
こ
れ

を
解
決
し
た
の
が
、
新
旧
の

群
管
理
シ
ス
テ
ム
を
橋
渡
し

す
る
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。

　「
呼
び
ボ
タ
ン
の
信
号
を

新
旧
両
シ
ス
テ
ム
に
送
る
呼

び
連
動
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、

新
し
い
機
種
も
古
い
機
種
も

１
つ
の
ボ
タ
ン
で
応
答
す
る

よ
う
に
し
た
の
で
す
。
た
だ

し
、
新
し
い
群
管
理
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
、
古
い
群

管
理
は
電
磁
石
で
ス
イ
ッ
チ

を
オ
ン
／
オ
フ
す
る
リ
レ
ー

式
で
す
。
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
リ

レ
ー
式
の
実
績
を
持
つ
先
輩

方
に
教
え
を
請
い
、
徹
底
的

に
学
び
直
し
な
が
ら
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
実
際
に
は
、
検
証
で
は

完
璧
で
も
、
い
ざ
現
場
に
持
ち
込
ん

だ
ら
問
題
が
起
こ
っ
た
り
と
、
か
な

東芝エレベータが担当したバンクの１つ。
ズラリと並んだエレベーターは、最新の
群管理システムで制御されている。
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い
し
だ
・
い
ら
●
１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
東
京
都
江
戸
川
区
出
身
。
１
９
９
７
年
に
『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』
で
オ
ー
ル
讀
物
推
理
小
説
新
人
賞
を
受
賞
し
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。『
４
Ｔ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
』『
ア
キ
ハ
バ
ラ
＠
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
』
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
ド
ラ
マ
・
映
画
化
さ
れ
た
作
品
も
多
い
。
直
木
賞
、
島
清
恋
愛
文
学
賞
、
中
央
公
論
文
芸
賞
な
ど
も
受
賞
。

INTERVIEW

建築で変わる街の風景❷
─サンシャイン60

池
袋
が
舞
台
だ
か
ら

い
ろ
ん
な
人
を
登
場
さ
せ
ら
れ
た

　
昔
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
た
時
、

自
分
の
事
務
所
か
ら
池
袋
ま
で
、
東

京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
で
す
ぐ
だ
っ
た

ん
で
す
。
池
袋
に
は
よ
く
行
き
ま
し
た
。

『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』
が

な
ぜ
池
袋
か
と
い
う
と
、
渋
谷
は
当
時

は
や
っ
て
い
た
Ｊ
文
学
（
※
）
で
よ
く

舞
台
に
な
っ
た
し
、
新
宿
は
『
新
宿

鮫
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
じ
ゃ
あ
よ
く
行
く
池
袋
で
何
か
書

い
て
み
よ
う
と
。
軽
い
気
持
ち
で
し
た

が
、
い
い
選
択
で
し
た
。
表
と
裏
の
ギ

リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
生
き
る
子
ど
も
た

ち
の
物
語
で
す
が
、
そ
こ
へ
実
に
い
ろ

ん
な
人
々
を
登
場
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
池
袋
は
、
新
し
い
人
が
絶
え
ず
流
入

す
る
一
方
、
古
く
か
ら
の
住
民
も
多
い

街
で
す
。
子
ど
も
が
い
る
家
庭
も
増
え

て
い
る
。
出
稼
ぎ
の
外
国
人
も
い
れ
ば
、

中
華
街
も
元
気
。
オ
タ
ク
文
化
も
盛
ん

で
、
パ
ル
コ
の
よ
う
な
先
端
的
な
消
費

文
化
も
健
在
で
す
。
そ
こ
で
み
ん
な
、

ギ
ス
ギ
ス
せ
ず
に
平
然
と
暮
ら
し
て
い

る
。
基
本
が
生
活
者
の
街
な
ん
で
す
。

　
一
方
で
、
そ
こ
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60

の
よ
う
な
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
た
わ
け

で
す
が
、
街
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ

て
、
み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
に
な
り
ま

し
た
。
ネ
ク
タ
イ
の
人
も
増
え
た
け
ど
、

そ
れ
も
い
つ
し
か
街
に
馴
染
み
ま
し
た

ね
。
池
袋
の
面
白
さ
は
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
気
が
し
ま
す
。

ま
た
池
袋
に
住
み
た
い
と

思
う
こ
と
も
あ
る

　『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』

を
書
き
始
め
た
あ
と
、
た
ま
た
ま
で
す

が
、
南
池
袋
に
５
年
ほ
ど
住
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

に
も
よ
く
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と

水
族
館
や
お
も
ち
ゃ
屋
に
行
っ
て
、
噴

水
広
場
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な

が
ら
ぼ
ん
や
り
過
ご
す
。
西
口
だ
と

丸
井
周
辺
の
飲
み
屋
街
が
好
き
だ
し
、

ち
ょ
っ
と
歩
け
ば
住
宅
街
で
、
の
ん
び

り
し
た
カ
フ
ェ
も
あ
る
。
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
の
近
く
を
走
る
都
電
荒
川
線

に
乗
っ
て
、
子
ど
も
と
よ
く
「
あ
ら
か

わ
遊
園
」
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
古
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
意
外
と
緑
も

多
い
。
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
思
い
出
す
と
、
ま
た
池
袋

に
住
ん
で
も
い
い
な
あ
、
な
ん
て
思
い

ま
す
が
、
あ
の
街
が
好
き
な
の
は
た
ぶ

ん
、
僕
が
下
町
の
生
ま
れ
だ
か
ら
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
。
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し

て
せ
わ
し
な
い
と
こ
ろ
と
か
、
人
が
密

集
し
て
住
ん
で
い
て
、
お
互
い
に
少
し

距
離
を
置
い
て
付
き
合
う
と
こ
ろ
と
か
、

下
町
と
似
た
部
分
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
色
は
必
ず
組
み
合
わ
せ
た
ほ
う
が
美

し
い
よ
う
に
、
街
も
ワ
ン
ト
ー
ン
で
は

面
白
く
な
い
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
人
が

い
て
、
い
ろ
ん
な
人
生
が
あ
る
こ
と

を
知
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。
池
袋
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
あ
り
続

け
て
ほ
し
い
。
こ
う
い
う
街
は
つ
く
ろ

う
と
し
て
つ
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
け

れ
ど
、
池
袋
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
そ
ん
な
カ
ラ
フ
ル
さ
が
、
街
の
栄
え

る
条
件
に
な
っ
て
い
く
予
感
が
し
ま
す
。

※
阿
部
和
重
、
町
田
康
、
藤
沢
周
な
ど
、
1
9
9
0

年
代
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作
家
の
総
称
。
当
時
は
、

J-

P
O
P
な
ど
先
頭
に
「
J
」
の
つ
く
言
葉
が
定

着
し
て
い
た
時
代
で
、
雑
誌
『
文
藝
』
が
命
名
し
た
。

池袋西口の飲み屋街は、
青春の思い出がいっぱい！

サンシャイン通りから噴水広場へ……。
私のお気に入りコース。

石
田 

衣
良
さ
ん（
小
説
家
）

古
い
も
の
も
新
し
い
も
の
も
あ
り
、

い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
生
が
あ
る
。

そ
ん
な
カ
ラ
フ
ル
な
と
こ
ろ
に

池
袋
の
面
白
さ
と
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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こ
の
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
社
内
に
も
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
。
何
よ
り
全
員
の
距
離

が
お
互
い
に
近
く
な
り
、
い
つ
も
話

を
す
る
関
係
が
で
き
た
こ
と
を
山
田

は
評
価
す
る
。

　「
現
場
で
は
、
そ
の
頼
も
し
い
つ

な
が
り
が
、
技
術
的
な
自
信
の
支
え

に
な
る
の
で
す
。
現
場
に
臨
む
気
持

ち
も
成
長
し
、
全
員
で
挑
め
ば
不
可

能
は
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
」

　
ひ
と
つ
の
契
機
は
〝
あ
る
大
事

件
〟
だ
っ
た
。
切
り
離
し
時
の
施
工

ミ
ス
で
、
第
４
バ
ン
ク
の
稼
働
中
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
止
め
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
だ
。
工
事
と
設
計
が

も
っ
と
密
に
連
携
し
て
い
れ
ば
、
防

げ
た
か
も
し
れ
な
い
ミ
ス
だ
。
松
川

は
い
う
。

　「
そ
の
後
、
切
り
離
し
を
含
む
い

く
つ
か
の
工
事
は
〝
重
要
工
事
〟
と

し
て
厳
密
に
管
理
す
る
仕
組
み
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
後
年
、
別

の
大
型
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案
件
で
、
全

国
か
ら
調
整
員
を
８
人
集
め
て
も
ら

い
、
現
場
に
入
り
ま
し
た
。
過
ち
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
技
術

と
経
験
を
広
く
伝
承
す
る
た
め
で
す
」

　
工
事
の
手
法
同
様
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
具
体
的
な
方
法
も
進
歩
し
た
。

澤
田
は
こ
う
語
る
。

　「
仕
事
を
進
め
な
が
ら
、
我
々
は

当
然
、
先
の
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
了
と
と
も
に
、

次
に
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
が
で
き
て

い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ゼ
ロ
か
ら
つ
く
り
上
げ
た
工
程
図
は
、

現
在
も
当
社
の
標
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
受
注
前
に
す
べ
き
こ

と
か
ら
〝
重
要
工
事
〟
の
手
法
に
至

る
ま
で
、
我
々
が
学
ん
だ
こ
と
を
事

細
か
く
ま
と
め
ま
し
た
。
後
世
ま
で
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
」

　
メ
ン
バ
ー
最
年
少
だ
っ
た
鯨
井
は
、

８
歳
の
時
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
上
京
の
折
、
母

親
が
最
初
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た

の
だ
と
い
う
。

　「
母
親
は
〝
こ
れ
が
東
洋
一
の
ビ

ル
だ
〟
と
い
う
ん
で
す
。
強
く
印
象

づ
け
ら
れ
、
興
奮
し
た
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
出
が

あ
る
ビ
ル
で
す
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
よ
。
ま
た
、
仕
事
を
進

め
る
う
え
で
新
築
時
に
関
わ
っ
た
多

く
の
方
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
が
、

誰
も
が
こ
の
ビ
ル
を
誇
り
に
思
っ
て

い
る
。
す
べ
て
の
人
の
思
い
を
大
切

に
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60

を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
了
後
、
東
芝
エ

レ
ベ
ー
タ
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
保

守
活
動
に
戻
り
、
日
本
の
愛
す
べ
き

〝
元
祖
〟
超
高
層
ビ
ル
と
と
も
に
再

び
歩
み
続
け
て
い
る
。
世
代
を
超
え

て
。

サンシャイン60上階のオフィスフロアから見た街の風景。
遠くに地平線が見える。 4episode 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
学
ん
だ

多
く
の
技
術
と
経
験
を

次
の
世
代
、
ま
た
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
。

り
苦
労
し
ま
し
た
」
と
石
川
は
い
う
。

　
ほ
か
に
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
確
立
さ
れ
た
手
法
は
数
多

い
。
巻
上
機
の
入
れ
替
え
も
そ
の
一

例
だ
。
山
田
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
古
い
巻
上
機
は
、
分
解
し
て
も
回

転
軸
が
２
ｔ
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

搬
出
に
使
う
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
積
載
重
量
よ
り
重
い
う
え
、
何
を

使
っ
て
も
切
れ
な
い
。
お
手
上
げ
か

と
思
っ
た
時
、
珍
し
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
カ
ッ
タ
ー
を
使
う
会
社
を
知
り
、
現

物
を
見
て
も
ら
っ
た
ら『
切
れ
ま
す
』

と
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
の
感
激

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
切
断
は
１
本

当
た
り
４
時
間
か
か
り
ま
す
が
、我
々

が
確
立
し
た
搬
出
手
法
は
、
そ
の
後

さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ル
で
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
」

　
新
し
い
巻
上
機
の

搬
入
・
設
置
で
も
画

期
的
な
方
法
を
開
発

し
た
。
新
機
種
は
１

台
約
２
・
４
ｔ
。
や
は

り
そ
の
ま
ま
で
は
持

ち
込
め
な
い
。

　「
そ
こ
で
本
来
工

場
で
つ
く
る
も
の
を

現
地
で
組
み
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
。
不
可

能
は
な
い
の
だ
と
、
改

め
て
思
い
ま
し
た
」

と
澤
田
は
語
る
。

大型複合施設サンシャインシティ。
左側に見える階段を登っていくと、憩いのスペースがある。
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い
し
だ
・
い
ら
●
１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
東
京
都
江
戸
川
区
出
身
。
１
９
９
７
年
に
『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』
で
オ
ー
ル
讀
物
推
理
小
説
新
人
賞
を
受
賞
し
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。『
４
Ｔ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
』『
ア
キ
ハ
バ
ラ
＠
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
』
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
ド
ラ
マ
・
映
画
化
さ
れ
た
作
品
も
多
い
。
直
木
賞
、
島
清
恋
愛
文
学
賞
、
中
央
公
論
文
芸
賞
な
ど
も
受
賞
。

INTERVIEW

建築で変わる街の風景❷
─サンシャイン60

池
袋
が
舞
台
だ
か
ら

い
ろ
ん
な
人
を
登
場
さ
せ
ら
れ
た

　
昔
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
た
時
、

自
分
の
事
務
所
か
ら
池
袋
ま
で
、
東

京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
で
す
ぐ
だ
っ
た

ん
で
す
。
池
袋
に
は
よ
く
行
き
ま
し
た
。

『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』
が

な
ぜ
池
袋
か
と
い
う
と
、
渋
谷
は
当
時

は
や
っ
て
い
た
Ｊ
文
学
（
※
）
で
よ
く

舞
台
に
な
っ
た
し
、
新
宿
は
『
新
宿

鮫
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
じ
ゃ
あ
よ
く
行
く
池
袋
で
何
か
書

い
て
み
よ
う
と
。
軽
い
気
持
ち
で
し
た

が
、
い
い
選
択
で
し
た
。
表
と
裏
の
ギ

リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
生
き
る
子
ど
も
た

ち
の
物
語
で
す
が
、
そ
こ
へ
実
に
い
ろ

ん
な
人
々
を
登
場
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
池
袋
は
、
新
し
い
人
が
絶
え
ず
流
入

す
る
一
方
、
古
く
か
ら
の
住
民
も
多
い

街
で
す
。
子
ど
も
が
い
る
家
庭
も
増
え

て
い
る
。
出
稼
ぎ
の
外
国
人
も
い
れ
ば
、

中
華
街
も
元
気
。
オ
タ
ク
文
化
も
盛
ん

で
、
パ
ル
コ
の
よ
う
な
先
端
的
な
消
費

文
化
も
健
在
で
す
。
そ
こ
で
み
ん
な
、

ギ
ス
ギ
ス
せ
ず
に
平
然
と
暮
ら
し
て
い

る
。
基
本
が
生
活
者
の
街
な
ん
で
す
。

　
一
方
で
、
そ
こ
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60

の
よ
う
な
超
高
層
ビ
ル
が
で
き
た
わ
け

で
す
が
、
街
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ

て
、
み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
に
な
り
ま

し
た
。
ネ
ク
タ
イ
の
人
も
増
え
た
け
ど
、

そ
れ
も
い
つ
し
か
街
に
馴
染
み
ま
し
た

ね
。
池
袋
の
面
白
さ
は
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
気
が
し
ま
す
。

ま
た
池
袋
に
住
み
た
い
と

思
う
こ
と
も
あ
る

　『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』

を
書
き
始
め
た
あ
と
、
た
ま
た
ま
で
す

が
、
南
池
袋
に
５
年
ほ
ど
住
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

に
も
よ
く
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と

水
族
館
や
お
も
ち
ゃ
屋
に
行
っ
て
、
噴

水
広
場
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な

が
ら
ぼ
ん
や
り
過
ご
す
。
西
口
だ
と

丸
井
周
辺
の
飲
み
屋
街
が
好
き
だ
し
、

ち
ょ
っ
と
歩
け
ば
住
宅
街
で
、
の
ん
び

り
し
た
カ
フ
ェ
も
あ
る
。
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
の
近
く
を
走
る
都
電
荒
川
線

に
乗
っ
て
、
子
ど
も
と
よ
く
「
あ
ら
か

わ
遊
園
」
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
古
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
意
外
と
緑
も

多
い
。
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
思
い
出
す
と
、
ま
た
池
袋

に
住
ん
で
も
い
い
な
あ
、
な
ん
て
思
い

ま
す
が
、
あ
の
街
が
好
き
な
の
は
た
ぶ

ん
、
僕
が
下
町
の
生
ま
れ
だ
か
ら
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
。
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し

て
せ
わ
し
な
い
と
こ
ろ
と
か
、
人
が
密

集
し
て
住
ん
で
い
て
、
お
互
い
に
少
し

距
離
を
置
い
て
付
き
合
う
と
こ
ろ
と
か
、

下
町
と
似
た
部
分
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
色
は
必
ず
組
み
合
わ
せ
た
ほ
う
が
美

し
い
よ
う
に
、
街
も
ワ
ン
ト
ー
ン
で
は

面
白
く
な
い
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
人
が

い
て
、
い
ろ
ん
な
人
生
が
あ
る
こ
と

を
知
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。
池
袋
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
あ
り
続

け
て
ほ
し
い
。
こ
う
い
う
街
は
つ
く
ろ

う
と
し
て
つ
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
け

れ
ど
、
池
袋
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
そ
ん
な
カ
ラ
フ
ル
さ
が
、
街
の
栄
え

る
条
件
に
な
っ
て
い
く
予
感
が
し
ま
す
。

※
阿
部
和
重
、
町
田
康
、
藤
沢
周
な
ど
、
1
9
9
0

年
代
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作
家
の
総
称
。
当
時
は
、

J-

P
O
P
な
ど
先
頭
に
「
J
」
の
つ
く
言
葉
が
定

着
し
て
い
た
時
代
で
、
雑
誌
『
文
藝
』
が
命
名
し
た
。

池袋西口の飲み屋街は、
青春の思い出がいっぱい！

サンシャイン通りから噴水広場へ……。
私のお気に入りコース。

石
田 
衣
良
さ
ん（
小
説
家
）

古
い
も
の
も
新
し
い
も
の
も
あ
り
、

い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
生
が
あ
る
。

そ
ん
な
カ
ラ
フ
ル
な
と
こ
ろ
に

池
袋
の
面
白
さ
と
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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東
芝
さ
ん
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

─
設
計
会
社
か
ら
そ
う
持
ち
か

け
ら
れ
た
の
は
、
受
注
２
年
前
の

２
０
０
６
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　「
そ
こ
で
、
可
能
性
の
あ
る
仕
様
を

お
示
し
し
て
い
っ
た
の
が
最
初
の
段

階
で
す
」
と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を
務
め
た

倉
光
昌
裕
が
語
る
。

　「
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、

日
本
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
る
。
当
社

の
技
術
力
や
品
質
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

の
に
最
適
な
物
件
で
す
。
も
の
す
ご

い
情
熱
で
受
注
を
目
指
し
ま
し
た
よ
」

　
倉
光
に
よ
る
と
、
打
ち
合
わ
せ
が

進
む
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

が
次
々
と
加
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　「
技
術
検
討
の
た
め
、
ま
ず
開
発

の
田
中
と
設
計
の
牧
野
。
次
に
細
長

い
特
殊
な
建
物
な
の
で
工
事
の
山
田
。

そ
し
て
、
完
成
後
に
活
躍
す
る
保
守

の
方
も
。
仕
様
決
定
の
段
階
で
は
藤

本
や
野
呂
と
連
携
し
て
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、受
注
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

た
藤
井
知
秀
は
い
う
。

　「
電
波
塔
は
当
社
初
の
領
域
で
し
た
。

そ
し
て
、
業
務
用
の
２
台
は
、
昇
降

距
離
が
国
内
最
長
。
４
台
の
お
客
様

用
は
大
容
量
で
超
高
速
。
結
果
と
し

て
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
を
は
じ
め
と

す
る
過
去
の
実
績
を
礎
に
打
ち
立
て

た
金
字
塔
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
要
求
仕
様
は
、
当
時
当
社
が

持
っ
て
い
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
は
る

か
に
超
え
る
内
容
だ
っ
た
の
で
す
」

　
例
え
ば
重
量
。
昇
降
距
離
が
長
く
、

ロ
ー
プ
は
軽
い
タ
イ
プ
を
選
ん
で
も

１
本
１
ｔ
に
な
り
、
こ
れ
を
10
本
使

う
。
ほ
か
の
部
品
を
含
め
た
総
重
量

は
約
40
ｔ
に
達
し
、
そ
れ
を
支
え
る

巻
上
機
が
必
要
だ
っ
た
。
一
方
で
、

タ
ワ
ー
の
床
面
積
が
限
ら
れ
る
た
め

コ
ン
パ
ク
ト
化
も
求
め
ら
れ
た
。

　「
し
か
し
」
と
開
発
の
田
中
和
宏
は

い
う
。

　「
そ
れ
ら
は
努
力
し
て
つ
く
れ
ば
何

と
か
な
り
ま
す
。東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®

で
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

お
そ
ら
く
誰
も
想
像
し
た
こ
と
が
な

い
現
象
に
あ
り
ま
し
た
」

　
そ
れ
は
、建
物
の
揺
れ
に
伴
う
ロ
ー

プ
の
振
れ
だ
。

　「
長
い
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
を
は
じ
め
と
す
る
超
高

層
物
件
で
得
た
知
見
を
す
べ
て
盛
り

込
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
超
高
層
物

件
と
は
異
な
る
、非
常
に
大
き
な
ロ
ー

プ
の
振
れ
が
発
生
し
た
の
で
す
」（
田

中
）

1episode 電
波
塔
は
初
の
領
域
。

し
か
も
、
昇
降
距
離
は
日
本
最
長
。

い
く
つ
も
の
難
問
に
メ
ン
バ
ー
は
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
。
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世
界
一
高
い

 

　タ
ワ
ー
の
エ
レ
ベー
タ
ー
を

開
発
せ
よ
。

©TOKYO-SKYTREE

住所： 東京都墨田区押上 1-1-2
施設： 地上高 634m
 天望デッキ3 5 0m
 天望回廊 450m
 開業 2 0 1 2 年 5月
概要： 自立式電波塔としては世界一の高さを誇る。

伝統文化と下町情緒の残る浅草、両国などと
隣接するエリアに立地し、東京スカイツリーを
中心に商業施設、水族館、プラネタリウム、オフィ
ス棟で構成された東京スカイツリータウンは連
日大勢の来場者で賑わっており、当タウンの延べ
来場者数は 1億 5 9 38万人（2016年 6月現在）。

東京スカイツリー

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®

開
発
・
納
入
秘
話
❸

　
１
９
５
８
年
の
東
京
タ
ワ
ー
竣
工
か
ら

54
年
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
６
３
４
ｍ

と
い
う
世
界
一
の
高
さ
を
持
つ
自
立
式
電

波
塔
と
し
て
竣
工
し
た
。
人
工
建
造
物
と

し
て
は
、
高
さ
８
２
８
ｍ
の
ブ
ル
ジ
ュ
・

ハ
リ
フ
ァ
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
と
な
る
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
こ
こ
に
分
速

６
０
０
ｍ
、
40
人
乗
り
の
大
容
量
・
超
高

速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
４
台
と
業
務
用
・
非
常

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
台
を
納
入
。
後
者
の

昇
降
距
離
は
４
６
４
・
４
ｍ
で
日
本
最
長
と

な
っ
て
い
る
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
に
と
っ
て
、
電
波
塔

は
初
め
て
手
が
け
る
領
域
。
数
多
く
携

わ
っ
た
超
高
層
物
件
で
は
見
ら
れ
な
い
現

象
も
目
の
当
た
り
に
し
た
が
、
知
恵
を
絞

り
、
画
期
的
な
新
技
術
で
突
破
し
た
。
ま

た
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
開
発
し
た
技
術

や
、
上
海
環
球
金
融
中
心
（
２
０
０
８
年
）

に
納
入
し
た
分
速
６
０
０
ｍ
、
長
昇
降
距

離
（
３
９
９
・
４
８
～
４
０
９
・
５
３
ｍ
）
の
製

品
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
も
フ
ル
活
用

す
る
な
ど
、
過
去
の
実
績
を
未
知
の
領
域

に
活
か
し
た
総
合
力
の
結
晶
で
も
あ
る
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の

総
合
力
の
結
晶

東
京
支
社 

東
京
東
支
店 

墨
田
営
業
所
の
メ
ン
バ
ー

保
守
を
担
当
す
る
の
は
私
た
ち
で
す

２
０
１
２
年
５
月
22
日
、
日
本
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
期
待
を
背
負
い
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
た
。

高
さ
６
３
４
ｍ
は
自
立
式
電
波
塔
と
し
て
世
界
一
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
分
速
６
０
０
ｍ
の
大
容
量
・
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

４
台
と
日
本
最
長
と
な
る
昇
降
距
離
４
６
４
・
４
ｍ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
台
を

納
入
し
た
。
そ
の
開
発
は
、
超
高
層
物
件
と
は
異
な
る
特
性
を
持
つ

タ
ワ
ー
と
い
う
新
領
域
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。
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天望デッキからの眺め。手前に見えるのは隅田川で、天気のよい日には富士山も眺望できる。
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東
芝
さ
ん
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

│
設
計
会
社
か
ら
そ
う
持
ち
か

け
ら
れ
た
の
は
、
受
注
２
年
前
の

２
０
０
６
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　「
そ
こ
で
、
可
能
性
の
あ
る
仕
様
を

お
示
し
し
て
い
っ
た
の
が
最
初
の
段

階
で
す
」
と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を
務
め
た

倉
光
昌
裕
が
語
る
。

　「
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、

日
本
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
る
。
当
社

の
技
術
力
や
品
質
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

の
に
最
適
な
物
件
で
す
。
も
の
す
ご

い
情
熱
で
受
注
を
目
指
し
ま
し
た
よ
」

　
倉
光
に
よ
る
と
、
打
ち
合
わ
せ
が

進
む
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

が
次
々
と
加
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　「
技
術
検
討
の
た
め
、
ま
ず
開
発

の
田
中
と
設
計
の
牧
野
。
次
に
細
長

い
特
殊
な
建
物
な
の
で
工
事
の
山
田
。

そ
し
て
、
完
成
後
に
活
躍
す
る
保
守

の
方
も
。
仕
様
決
定
の
段
階
で
は
藤

本
や
野
呂
と
連
携
し
て
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、受
注
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

た
藤
井
知
秀
は
い
う
。

　「
電
波
塔
は
当
社
初
の
領
域
で
し
た
。

そ
し
て
、
業
務
用
の
２
台
は
、
昇
降

距
離
が
国
内
最
長
。
４
台
の
お
客
様

用
は
大
容
量
で
超
高
速
。
結
果
と
し

て
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
を
は
じ
め
と

す
る
過
去
の
実
績
を
礎
に
打
ち
立
て

た
金
字
塔
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
要
求
仕
様
は
、
当
時
当
社
が

持
っ
て
い
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
は
る

か
に
超
え
る
内
容
だ
っ
た
の
で
す
」

　
例
え
ば
重
量
。
昇
降
距
離
が
長
く
、

ロ
ー
プ
は
軽
い
タ
イ
プ
を
選
ん
で
も

１
本
１
ｔ
に
な
り
、
こ
れ
を
10
本
使

う
。
ほ
か
の
部
品
を
含
め
た
総
重
量

は
約
40
ｔ
に
達
し
、
そ
れ
を
支
え
る

巻
上
機
が
必
要
だ
っ
た
。
一
方
で
、

タ
ワ
ー
の
床
面
積
が
限
ら
れ
る
た
め

コ
ン
パ
ク
ト
化
も
求
め
ら
れ
た
。

　「
し
か
し
」
と
開
発
の
田
中
和
宏
は

い
う
。

　「
そ
れ
ら
は
努
力
し
て
つ
く
れ
ば
何

と
か
な
り
ま
す
。東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®

で
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

お
そ
ら
く
誰
も
想
像
し
た
こ
と
が
な

い
現
象
に
あ
り
ま
し
た
」

　
そ
れ
は
、建
物
の
揺
れ
に
伴
う
ロ
ー

プ
の
振
れ
だ
。

　「
長
い
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
を
は
じ
め
と
す
る
超
高

層
物
件
で
得
た
知
見
を
す
べ
て
盛
り

込
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
超
高
層
物

件
と
は
異
な
る
、非
常
に
大
き
な
ロ
ー

プ
の
振
れ
が
発
生
し
た
の
で
す
」（
田

中
）

1episode 電
波
塔
は
初
の
領
域
。

し
か
も
、
昇
降
距
離
は
日
本
最
長
。

い
く
つ
も
の
難
問
に
メ
ン
バ
ー
は
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
。
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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
で
は
、
過

去
の
実
績
か
ら
も
数
多
く
の
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
開
発
さ

れ
た
高
出
力
の
巻
上
機
を
滑
ら
か
に

制
御
す
る
技
術
。
田
中
に
よ
れ
ば
、

縦
方
向
の
振
動
は
そ
れ
に
よ
り
完
全

に
解
決
し
、
横
方
向
の
振
動
に
つ
い

て
も
、
振
動
を
吸
収
す
る
よ
う
に
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
改
良
さ
れ
た
ロ
ー

ラ
ー
ガ
イ
ド
が
力
を
発
揮
し
て
い
る

と
い
う
。

　
設
計
担
当
の
牧
野
裕
が
指
摘
す
る

の
は
、
昇
降
距
離
が
長
く
な
る
と
制

御
装
置
が
授
受
す
る
信
号
が
弱
く
な

る
現
象
の
対
策
だ
。

　「
こ
れ
も
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
得

ら
れ
た
知
見
で
す
。
よ
り
昇
降
距
離

の
長
い
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、

そ
れ
に
留
意
し
て
最
初
か
ら
対
応
で

き
ま
し
た
。
中
東
や
東
南
ア
ジ
ア
で

は
、
さ
ら
に
高
い
建
物
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
先
、
こ
の
対
策
が

ま
す
ま
す
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
」

　
と
こ
ろ
で
牧
野
は
、
あ
り
そ
う
で

な
か
っ
た
新
ア
イ
デ
ア
も
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
盛
り
込
ん
だ
。

　「
万
が
一
か
ご
室
内
調
光
の
制
御

装
置
が
故
障
し
た
場
合
、
か
ご
室
内

の
照
明
が
点
い
た
ま
ま
に
な
る
仕
組

み
に
し
た
の
で
す
。
普
通
は
制
御
装

置
が
故
障
す
る
と
照
明
は
消
え
ま
す

よ
ね
。
し
か
し
、
あ
の
高
い
タ
ワ
ー

で
か
ご
室
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
ら
、

お
客
様
の
不
安
は
い
か
ば
か
り
か
と

考
え
た
の
で
す
」

　
乗
客
の
立
場
で
安
心
・
安
全
を
考

え
て
ひ
ら
め
い
た
〝
小
さ
く
て
大
き

な
〟
ア
イ
デ
ア
だ
。
こ
の
ア
イ
デ
ア

は
、
の
ち
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
長
い
昇
降
距
離
で
は
、
ド
ラ
フ
ト

現
象
に
も
対
策
が
必
要
に
な
る
。
藤

井
に
よ
る
と
、
上
海
で
手
が
け
た
超

高
層
物
件
の
成
果
が
活
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　「
４
６
０
ｍ
以
上
も
高
低
差
が
あ

る
と
、
上
下
の
気
圧
差
か
ら
生
じ
る

煙
突
効
果
で
、
下
で
開
い
て
い
る
扉

か
ら
空
気
が
ど
ん
ど
ん
吸
い
込
ま
れ

天望デッキ用エレベーターの外観
CG。TAIPEI101で改良されたロー
ラーガイドなど、これまで培われて
きた技術が随所に活かされている。

3episode 

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
存
分
に
活
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
技
術
、
経
験
を
次
に
伝
え
る
。

据付工事に携わったメンバー

東京スカイツリーが立地する敷地内にある記念碑。建設に関わった人々の名前がすべて刻まれている。

府
中
工
場
　
設
計
部

N
S
シ
ス
テ
ム
設
計
担
当

参
事

当
時
◉
設
計
担
当（
電
気
）

牧
野 

裕

ま
き
の
・
ゆ
た
か

海
外
技
術
部

海
外
技
術
第
二
担
当

主
任

当
時
◉
工
務
担
当

野
呂 
和
範

の
ろ
・
か
ず
の
り

26

2episode 

ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部

技
術
担
当

グ
ル
ー
プ
長

当
時
◉
事
務
局

倉
光 

昌
裕

く
ら
み
つ
・
ま
さ
ひ
ろ

ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部

部
長

当
時
◉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

藤
井 

知
秀

ふ
じ
い
・
と
も
ひ
で

開
発
部

機
械
開
発
担
当

参
事

当
時
◉
開
発
担
当（
機
械
）

田
中 

和
宏

た
な
か
・
か
ず
ひ
ろ

建
設
統
括
部

部
長
附
　

当
時
◉
工
事
担
当

高
砂 

学

た
か
さ
ご
・
ま
な
ぶ

東
京
支
社
　
建
設
部

工
事
技
術
第
二
グ
ル
ー
プ

課
長
代
理

当
時
◉
工
事
担
当

山
田 

誠

や
ま
だ
・
ま
こ
と

建
設
統
括
部

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

当
時
◉
工
務
担
当

藤
本 

伸
二

ふ
じ
も
と
・
し
ん
じ

今
回
取
材
し
た
メ
ン
バ
ー

建
物
の
揺
れ
を
い
か
に
制
す
る
か
。

画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
と
地
道
な
努
力
で
、

こ
の
難
題
を
ク
リ
ア
し
た
。

東京スカイツリーに使用されたガイドレール。
これらを1本1本高精度につなげていった。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
は
、
ほ
か

に
は
な
い
、
き
わ
め
て
長
大
な
構
造

物
の
た
め
、
建
物
の
揺
れ
と
共
振
し
、

ロ
ー
プ
が
振
ら
れ
、
建
物
に
引
っ
掛

か
る
危
険
も
あ
る
。
安
全
の
た
め
、

運
行
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合

も
増
え
る
は
ず
だ
。

　
ロ
ー
プ
の
振
れ
方
は
そ
の
長
さ
、

つ
ま
り
か
ご
位
置
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
た
め
、か
ご
位
置
情
報
を
使
っ

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
振
れ
量
を
解
析

す
れ
ば
最
適
な
制
御
が
で
き
る
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
制
御
装
置
に
と
っ
て
、
そ
の
計

算
量
は
あ
ま
り
に
膨
大
で
実
現
不
可

能
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
と
も

に
研
究
し
て
い
た
日
建
設
計
の
提
案

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
画
期
的
な
解
決

策
が
ひ
ら
め
い
た
と
田
中
は
い
う
。

　「
か
ご
の
位
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
下
で
の
建
物
の
揺
れ
と
ロ
ー
プ

の
振
れ
の
関
係
を
分
析
し
、
そ
の
結

果
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
お
き
ま
す
。

建
物
の
揺
れ
を
検
知
し
た
ら
、
そ
の

結
果
か
ら
同
じ
条
件
の
も
の
を
選
び
、

今
ロ
ー
プ
が
ど
う
振
れ
て
い
る
か
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
推
定
す
る
。
そ
れ

に
基
づ
い
て
自
動
的
に
運
転
を
制
御

す
る
の
で
す
。
半
年
で
完
成
さ
せ
、

開
業
に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
建
物

の
揺
れ
と
ロ
ー
プ
の
振
れ
の
関
係
は

き
わ
め
て
複
雑
で
す
が
、
こ
の
方
法

な
ら
普
通
の
パ
ソ
コ
ン
で
も
処
理
で

き
る
計
算
量
で
す
」

　
建
物
の
揺
れ
は
、
工
事
に
と
っ
て

も
厄
介
だ
っ
た
。
工
事
を
指
揮
し
た

高
砂
学
は
こ
う
語
る
。

　「
安
全
第
一
な
の
で
、
ま
ず
機
器
に

与
え
る
負
荷
を
検
証
す
る
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り

揺
れ
る
実
験
室
で
２
時
間
。
据
付
工

事
で
は
最
初
に
巻
上
機
を
上
げ
る
の

で
す
が
、
１
台
20
ｔ
で
す
。
風
の
中
、

緊
張
し
ま
し
た
よ
」

　
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
据
付
も
容
易
で

は
な
い
。
レ
ー
ル
は
垂
直
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
建
物
は
常
に
揺

れ
て
い
る
か
ら
だ
。
高
砂
の
も
と
で

工
事
を
担
当
し
た
山
田
誠
は
語
る
。

　「
計
測
し
て
、
最
も
建
物
の
動
き

が
少
な
い
時
間
帯
を
確
認
し
ま
し
た
。

深
夜
２
～
４
時
で
す
。
こ
の
２
時
間
で

据
付
の
基
準
線
決
め
を
行
い
ま
し
た
」

　
工
務
を
担
当
し
た
藤
本
伸
二
は
、

レ
ー
ル
に
と
っ
て
、
も
う
ひ
と
つ
厄

介
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
夜
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
く
た

び
に
外
装
照
明
が
点
い
て
き
れ
い
で

す
よ
ね
。
昇
降
路
が
ガ
ラ
ス
張
り
な

ん
で
す
。
そ
こ
に
日
中
は
日
が
差
す
。

す
る
と
熱
で
レ
ー
ル
や
鉄
骨
が
伸
び

る
の
で
、
伸
び
て
も
レ
ー
ル
が
ス
ラ

イ
ド
す
る
固
定
方
法
を
採
用
し
ま
し

た
。
日
差
し
と
物
の
体
積
変
化
、
上

や
下
の
温
度
や
気
圧
変
化
の
関
係
を

把
握
す
る
の
は
大
変
で
し
た
」

　
ま
た
、
特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、

耐
震
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
の
経
験
は
そ

の
対
応
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
長
大
な
建

物
で
得
た
デ
ー
タ
や
知
見
は
、
そ
の

後
、
数
多
く
の
主
要
な
超
高
層
物
件

で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
外
を

問
わ
ず
ビ
ル
が
ま
す
ま
す
高
層
化
す

る
な
か
、
我
々
は
非
常
に
大
き
な
財

産
を
得
た
の
で
す
」（
藤
本
）
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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
で
は
、
過

去
の
実
績
か
ら
も
数
多
く
の
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
開
発
さ

れ
た
高
出
力
の
巻
上
機
を
滑
ら
か
に

制
御
す
る
技
術
。
田
中
に
よ
れ
ば
、

縦
方
向
の
振
動
は
そ
れ
に
よ
り
完
全

に
解
決
し
、
横
方
向
の
振
動
に
つ
い

て
も
、
振
動
を
吸
収
す
る
よ
う
に
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
改
良
さ
れ
た
ロ
ー

ラ
ー
ガ
イ
ド
が
力
を
発
揮
し
て
い
る

と
い
う
。

　
設
計
担
当
の
牧
野
裕
が
指
摘
す
る

の
は
、
昇
降
距
離
が
長
く
な
る
と
制

御
装
置
が
授
受
す
る
信
号
が
弱
く
な

る
現
象
の
対
策
だ
。

　「
こ
れ
も
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
101
で
得

ら
れ
た
知
見
で
す
。
よ
り
昇
降
距
離

の
長
い
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、

そ
れ
に
留
意
し
て
最
初
か
ら
対
応
で

き
ま
し
た
。
中
東
や
東
南
ア
ジ
ア
で

は
、
さ
ら
に
高
い
建
物
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
先
、
こ
の
対
策
が

ま
す
ま
す
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
」

　
と
こ
ろ
で
牧
野
は
、
あ
り
そ
う
で

な
か
っ
た
新
ア
イ
デ
ア
も
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
盛
り
込
ん
だ
。

　「
万
が
一
か
ご
室
内
調
光
の
制
御

装
置
が
故
障
し
た
場
合
、
か
ご
室
内

の
照
明
が
点
い
た
ま
ま
に
な
る
仕
組

み
に
し
た
の
で
す
。
普
通
は
制
御
装

置
が
故
障
す
る
と
照
明
は
消
え
ま
す

よ
ね
。
し
か
し
、
あ
の
高
い
タ
ワ
ー

で
か
ご
室
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
ら
、

お
客
様
の
不
安
は
い
か
ば
か
り
か
と

考
え
た
の
で
す
」

　
乗
客
の
立
場
で
安
心
・
安
全
を
考

え
て
ひ
ら
め
い
た
〝
小
さ
く
て
大
き

な
〞
ア
イ
デ
ア
だ
。
こ
の
ア
イ
デ
ア

は
、
の
ち
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
長
い
昇
降
距
離
で
は
、
ド
ラ
フ
ト

現
象
に
も
対
策
が
必
要
に
な
る
。
藤

井
に
よ
る
と
、
上
海
で
手
が
け
た
超

高
層
物
件
の
成
果
が
活
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　「
４
６
０
ｍ
以
上
も
高
低
差
が
あ

る
と
、
上
下
の
気
圧
差
か
ら
生
じ
る

煙
突
効
果
で
、
下
で
開
い
て
い
る
扉

か
ら
空
気
が
ど
ん
ど
ん
吸
い
込
ま
れ

天望デッキ用エレベーターの外観
CG。TAIPEI101で改良されたロー
ラーガイドなど、これまで培われて
きた技術が随所に活かされている。

3episode 

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
存
分
に
活
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
技
術
、
経
験
を
次
に
伝
え
る
。

据付工事に携わったメンバー

東京スカイツリーが立地する敷地内にある記念碑。建設に関わった人々の名前がすべて刻まれている。

府
中
工
場
　
設
計
部

N
S
シ
ス
テ
ム
設
計
担
当

参
事

当
時
◉
設
計
担
当（
電
気
）

牧
野 

裕

ま
き
の
・
ゆ
た
か

海
外
技
術
部

海
外
技
術
第
二
担
当

主
任

当
時
◉
工
務
担
当

野
呂 

和
範

の
ろ
・
か
ず
の
り
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建築で変わる街の風景❸
─東京スカイツリー®

三
遊
亭 

好
楽
さ
ん（
落
語
家
）

展
望
台
か
ら
下
を
眺
め
た
ら

人
間
が
も
の
す
ご
く
小
さ
く
見
え
て

心
は
広
く
持
た
な
い
と
い
け
な
い
と

反
省
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

タ
ワ
ー
の
お
膝
元
は

古
典
落
語
の
舞
台

　
な
ん
た
っ
て
江
戸
っ
子
で
す
か
ら
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ん
て
〝
い
の
一

番
〟
で
上
る
わ
け
で
す
よ
。
高
い
場
所

は
苦
手
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
６む
さ

し
３
４
に

は
行
っ
と
か
な
き
ゃ
。「
高
え
も
の
に

上
っ
て
、
何
が
う
れ
し
い
ん
だ
」
な
ん

て
い
う
江
戸
っ
子
が
い
た
ら
、
そ
れ
は

き
っ
と
怖
が
っ
て
る
ん
だ
な
、
う
ん
。

　
展
望
台
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
景

色
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
上
の
人
が

も
の
す
ご
く
小
さ
く
見
え
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
眺
め
て
い
た
ら
、
ふ
と
「
反
省

し
な
く
ち
ゃ
」
と
思
い
ま
し
た
。
何
の

話
か
と
い
う
と
、
そ
の
ち
っ
ち
ゃ
い
者

同
士
が
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
い
が
み

合
い
、
騙
し
合
っ
て
い
る
。
タ
ワ
ー
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
神
様
が
「
お
前
た
ち
、

い
い
加
減
に
せ
い
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
る
よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
よ
。

　
落
語
の
話
を
す
る
と
、
あ
の
辺
り
は

い
わ
ゆ
る
下
町
で
、
い
ろ
い
ろ
な
古
典

落
語
の
舞
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
小
屋
を
つ
く
れ
た
ら
、
楽

し
い
だ
ろ
う
な
あ
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

平
屋
で
、
落
語
、
歌
舞
伎
、
浪
曲
な
ど
、

い
ろ
ん
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
囃は
や
し子
が

聞
こ
え
、
の
ぼ
り
が
風
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
。

な
か
に
入
る
と
「
お
っ
、
い
い
ね
」
っ

て
な
雰
囲
気
で
、
食
べ
物
、
飲
み
物
、

お
土
産
も
あ
る
。
外
に
出
て
、
パ
ッ
と

見
れ
ば
隅
田
川
、
そ
し
て
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
。
最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

習
っ
た
う
え
で
各
自
が

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
盛
り
込
む

　
寄
席
と
い
う
の
は
、
江
戸
八
百
八
町

に
３
６
０
軒
、
近
所
に
１
軒
や
２
軒
必

ず
あ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。
テ
レ
ビ
も
ラ

ジ
オ
も
な
い
時
代
の
こ
と
、
誰
か
が
そ

こ
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
ゲ
タ
履
き

で
ぶ
ら
っ
と
行
っ
て
時
間
を
つ
ぶ
す
。

現
代
で
も
、
そ
ん
な
ふ
う
に
気
軽
に
聞

き
に
来
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
、
自

宅
の
１
階
を
「
池
之
端
し
の
ぶ
亭
」
と

い
う
寄
席
に
し
ま
し
た
。
入
れ
る
の
は

40
人
ほ
ど
で
す
が
、
昔
は
こ
う
い
う
感

じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

　
落
語
の
ネ
タ
は
た
く
さ
ん
伝
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
演
じ
ら
れ
る
の
は
、

だ
い
た
い
３
０
０
席
で
す
。
落
語
家
は
、

死
ぬ
ま
で
に
そ
れ
を
覚
え
な
さ
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
る

も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
た
し
は
ま

だ
２
０
０
席
。
し
か
も
、
覚
え
て
上
手

に
な
っ
た
と
思
っ
て
も
、
次
か
ら
次
へ

と
課
題
は
出
て
く
る
。
落
語
に
は
完
成

が
な
く
、
完
成
者
も
い
な
い
の
で
す
。

　
そ
ん
な
古
典
が
ど
う
伝
わ
っ
て
き
た

か
と
い
う
と
、
噺
は
な
し
を
聞
き
、
そ
れ
を
教

え
て
ほ
し
け
れ
ば
そ
の
人
の
と
こ
ろ
へ

行
く
。
教
わ
り
、
直
し
て
も
ら
い
、
高

座
に
上
が
り
、
自
分
の
も
の
に
な
っ
て

い
く
。
次
第
に
個
性
も
出
て
き
ま
す
。

し
っ
か
り
習
っ
た
う
え
で
各
自
が
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
盛
り
込
ん
で
い
く
の
で

す
。
伝
統
っ
て
、
そ
う
や
っ
て
受
け
継

が
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
い
ま
す
。

そ
し
て
受
け
継
い
だ
以
上
、
あ
た
し
に

は
、
後
進
も
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う

に
す
る
責
任
が
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
、
伝

統
を
つ
ぶ
し
ち
ゃ
っ
た
ら
、
古
人
に
申

し
訳
な
い
っ
て
思
う
の
で
す
よ
。

さ
ん
ゆ
う
て
い
・
こ
う
ら
く
●
１
９
４
６
年
生
ま
れ
。１
９
６
６
年
、８
代
目
林
家
正
蔵
に
入
門
し
、林
家
九
蔵
を
名
乗
る
。１
９
８
１
年
に
真
打
昇
進
。１
９
８
２
年
、師
匠
の
死
去
を
き
っ
か
け
に
、

５
代
目
三
遊
亭
圓
楽
門
下
に
移
籍
。
以
来
、
三
遊
亭
好
楽
と
名
乗
る
。
今
年
、
放
送
50
周
年
を
迎
え
た
演
芸
番
組
『
笑
点
』（
日
本
テ
レ
ビ
）
の
大
喜
利
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。

好楽さんが開設した「池之端しのぶ亭」。

東京スカイツリーがある墨田区には、
下町情緒あふれる商店街がいっぱい !

写真提供：東京都墨田区

28

て
上
に
抜
け
る
ド
ラ
フ
ト
現
象
が
起

こ
り
ま
す
。
す
る
と
扉
が
閉
ま
り
切

ら
な
く
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
現
象

を
防
ぐ
技
術
も
組
み
込
み
ま
し
た
」

　
経
験
は
や
は
り
、
人
の
な
か
で
こ

そ
花
開
く
も
の
が
あ
る
。
工
務
担
当

の
野
呂
和
範
は
こ
う
語
る
。

　「
私
は
仕
様
決
定
か
ら
保
守
ま
で

関
わ
っ
た
の
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
の

な
か
で
は
お
そ
ら
く
一
番
長
く
関

わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
過

程
で
み
っ
ち
り
身
に
つ
け
た
知
識
と

ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
超
高
層
物
件
の
建
設

計
画
が
多
い
海
外
で
仕
様
の
提
案
を

行
う
際
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま

す
」

　
倉
光
も
口
を
揃
え
る
。

　「
確
か
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
昇
降
距

離
の
経
験
を
持
つ
社
員
は
少
な
い
の

で
、
今
で
も
い
ろ
い
ろ
と
助
言
を
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
胸
を
張
っ
て

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
の
が
、
何
よ
り

う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
次
の
世
代
へ
と
経
験
を
語
り
継
ぎ
、

技
術
を
伝
え
て
い
く

─
。
田
中
は

こ
れ
か
ら
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
こ
う

展
望
す
る
。

　「
例
え
ば
、
昇
降
距
離
５
０
０
ｍ
、

積
載
重
量
５
ｔ
、
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
な

ど
、
ま
さ
に
大
容
量
・
超
高
速
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
我
々
の

取
り
組
み
の
な
か
で
得
ら
れ
た
知
見

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
、
今
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
技
術
力
を
し
っ
か
り

磨
き
、
下
の
世
代
も
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

工事や保守のしやすさを考慮した設計が波及。
会社全体を進化させる原動力になった。

東京スカイツリーのライティング。
ライティングデザインのタイトルは「粋」。
淡いブルーの光は隅田川の水をモチーフにしている。 4episode 

　
納
入
後
は
、
保
守
部
門
が
い
よ
い

よ
前
面
に
出
る
。
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
®
で
は
、
そ
れ
に
向
け
た
対
策

を
設
計
段
階
か
ら
講
じ
て
い
る
と
野

呂
は
い
う
。

　「
例
え
ば
、
巨
大
な
巻
上
機
は
交

換
方
法
を
考
慮
し
て
設
計
、
設
置
し

て
い
ま
す
。
運
搬
計
画
も
、
各
フ
ロ

ア
の
床
が
耐
え
ら
れ
る
重
量
な
ど
を

綿
密
に
調
べ
て
立
案
し
ま
し
た
。
故

障
は
し
な
く
て
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
時
期
は
必
ず
訪
れ
ま
す
か
ら
」

　
藤
井
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
、
保
守
作
業

を
考
慮
し
た
設
計
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。

　「
点
検
時
に
足
場
が
必
要
か
、
入
れ

な
い
場
所
を
ど
う
す
る
か
、
組
み
立

て
や
す
い
か
な
ど
、
保
守
目
線
の
意

見
を
設
計
に
伝
え
て
、
一
つ
ひ
と
つ

解
決
し
ま
し
た
。
高
度
な
要
求
に
対

応
し
な
が
ら
保
守
や
工
事
の
し
や
す

さ
も
考
え
て
設
計
す
る
の
は
、
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
計
は
そ
れ

に
応
え
て
く
れ
た
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
が
当
社
全
体
に
波
及
し
、
工
事
や

保
守
の
容
易
性
を
考
慮
し
た
設
計
に

注
力
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
こ
う
し
た
全
社
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
よ
い
事
例
は
、
全
体
を
進
化

さ
せ
て
い
く
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」

　
部
門
を
超
え
た
連
携
に
つ
い
て
、

開
発
・
設
計
陣
は
〝
現
場
〟
で
の
仕

事
の
楽
し
さ
を
揃
っ
て
口
に
す
る
。

　「
こ
ん
な
タ
ワ
ー
に
関
わ
れ
る
こ

と
は
二
度
と
な
い
と
思
っ
て
、
率
先

し
て
現
場
に
飛
び
込
ん
で
働
け
た
の

が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
現
場

の
人
た
ち
も
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ

て
『
早
く
来
い
！
』
と
い
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」（
田
中
）

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
そ
ば
に
は
、

建
設
に
関
わ
っ
た
大
勢
の
名
が
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
あ
る
。
全
員
が
仲
間

だ
。
野
呂
は
、
今
は
亡
き
父
と
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
訪
れ
、
こ
の
碑
も

見
せ
た
と
い
う
。

　「
初
め
て
見
ま
し
た
よ
、
お
や
じ

の
涙
。
お
前
が
死
ん
で
も
、
こ
の
碑

は
ず
っ
と
残
る
。
よ
く
や
っ
た
と
」

　
メ
ン
バ
ー
は
、
タ
ワ
ー
が
少
し
ず

つ
空
へ
伸
び
て
ゆ
く
さ
ま
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
で
日
々
眺
め
な
が
ら
、

目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
た
。

完
成
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
先
人

の
偉
業
を
受
け
継
ぎ
、
培
っ
て
き
た

技
術
の
〝
集
大
成
〟
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
次
な
る
集
大
成
の
礎
と

な
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
あ
く

な
き
挑
戦
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
。

重さ20 tの巻上機は、クレーンで持ち上げて
設置された。将来のリニューアルを見すえて、
交換しやすいように設計されている。

©TOKYO-SKYTREE



2016　Vol.47

INTERVIEW

建築で変わる街の風景❸
─東京スカイツリー®

三
遊
亭 

好
楽
さ
ん（
落
語
家
）

展
望
台
か
ら
下
を
眺
め
た
ら

人
間
が
も
の
す
ご
く
小
さ
く
見
え
て

心
は
広
く
持
た
な
い
と
い
け
な
い
と

反
省
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

タ
ワ
ー
の
お
膝
元
は

古
典
落
語
の
舞
台

　
な
ん
た
っ
て
江
戸
っ
子
で
す
か
ら
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ん
て
〝
い
の
一

番
〞
で
上
る
わ
け
で
す
よ
。
高
い
場
所

は
苦
手
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
６む
さ

し
３
４
に

は
行
っ
と
か
な
き
ゃ
。「
高
え
も
の
に

上
っ
て
、
何
が
う
れ
し
い
ん
だ
」
な
ん

て
い
う
江
戸
っ
子
が
い
た
ら
、
そ
れ
は

き
っ
と
怖
が
っ
て
る
ん
だ
な
、
う
ん
。

　
展
望
台
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
景

色
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
上
の
人
が

も
の
す
ご
く
小
さ
く
見
え
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
眺
め
て
い
た
ら
、
ふ
と
「
反
省

し
な
く
ち
ゃ
」
と
思
い
ま
し
た
。
何
の

話
か
と
い
う
と
、
そ
の
ち
っ
ち
ゃ
い
者

同
士
が
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
い
が
み

合
い
、
騙
し
合
っ
て
い
る
。
タ
ワ
ー
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
神
様
が
「
お
前
た
ち
、

い
い
加
減
に
せ
い
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
る
よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
よ
。

　
落
語
の
話
を
す
る
と
、
あ
の
辺
り
は

い
わ
ゆ
る
下
町
で
、
い
ろ
い
ろ
な
古
典

落
語
の
舞
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
小
屋
を
つ
く
れ
た
ら
、
楽

し
い
だ
ろ
う
な
あ
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

平
屋
で
、
落
語
、
歌
舞
伎
、
浪
曲
な
ど
、

い
ろ
ん
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
囃は
や
し子
が

聞
こ
え
、
の
ぼ
り
が
風
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
。

な
か
に
入
る
と
「
お
っ
、
い
い
ね
」
っ

て
な
雰
囲
気
で
、
食
べ
物
、
飲
み
物
、

お
土
産
も
あ
る
。
外
に
出
て
、
パ
ッ
と

見
れ
ば
隅
田
川
、
そ
し
て
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
。
最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

習
っ
た
う
え
で
各
自
が

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
盛
り
込
む

　
寄
席
と
い
う
の
は
、
江
戸
八
百
八
町

に
３
６
０
軒
、
近
所
に
１
軒
や
２
軒
必

ず
あ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。
テ
レ
ビ
も
ラ

ジ
オ
も
な
い
時
代
の
こ
と
、
誰
か
が
そ

こ
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
ゲ
タ
履
き

で
ぶ
ら
っ
と
行
っ
て
時
間
を
つ
ぶ
す
。

現
代
で
も
、
そ
ん
な
ふ
う
に
気
軽
に
聞

き
に
来
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
、
自

宅
の
１
階
を
「
池
之
端
し
の
ぶ
亭
」
と

い
う
寄
席
に
し
ま
し
た
。
入
れ
る
の
は

40
人
ほ
ど
で
す
が
、
昔
は
こ
う
い
う
感

じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

　
落
語
の
ネ
タ
は
た
く
さ
ん
伝
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
演
じ
ら
れ
る
の
は
、

だ
い
た
い
３
０
０
席
で
す
。
落
語
家
は
、

死
ぬ
ま
で
に
そ
れ
を
覚
え
な
さ
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
る

も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
た
し
は
ま

だ
２
０
０
席
。
し
か
も
、
覚
え
て
上
手

に
な
っ
た
と
思
っ
て
も
、
次
か
ら
次
へ

と
課
題
は
出
て
く
る
。
落
語
に
は
完
成

が
な
く
、
完
成
者
も
い
な
い
の
で
す
。

　
そ
ん
な
古
典
が
ど
う
伝
わ
っ
て
き
た

か
と
い
う
と
、
噺
は
な
し
を
聞
き
、
そ
れ
を
教

え
て
ほ
し
け
れ
ば
そ
の
人
の
と
こ
ろ
へ

行
く
。
教
わ
り
、
直
し
て
も
ら
い
、
高

座
に
上
が
り
、
自
分
の
も
の
に
な
っ
て

い
く
。
次
第
に
個
性
も
出
て
き
ま
す
。

し
っ
か
り
習
っ
た
う
え
で
各
自
が
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
盛
り
込
ん
で
い
く
の
で

す
。
伝
統
っ
て
、
そ
う
や
っ
て
受
け
継

が
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
い
ま
す
。

そ
し
て
受
け
継
い
だ
以
上
、
あ
た
し
に

は
、
後
進
も
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う

に
す
る
責
任
が
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
、
伝

統
を
つ
ぶ
し
ち
ゃ
っ
た
ら
、
古
人
に
申

し
訳
な
い
っ
て
思
う
の
で
す
よ
。

さ
ん
ゆ
う
て
い
・
こ
う
ら
く
●
１
９
４
６
年
生
ま
れ
。１
９
６
６
年
、８
代
目
林
家
正
蔵
に
入
門
し
、林
家
九
蔵
を
名
乗
る
。１
９
８
１
年
に
真
打
昇
進
。１
９
８
２
年
、師
匠
の
死
去
を
き
っ
か
け
に
、

５
代
目
三
遊
亭
圓
楽
門
下
に
移
籍
。
以
来
、
三
遊
亭
好
楽
と
名
乗
る
。
今
年
、
放
送
50
周
年
を
迎
え
た
演
芸
番
組
『
笑
点
』（
日
本
テ
レ
ビ
）
の
大
喜
利
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。

好楽さんが開設した「池之端しのぶ亭」。

東京スカイツリーがある墨田区には、
下町情緒あふれる商店街がいっぱい !

写真提供：東京都墨田区
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広
報
室
か
ら

　
平
素
よ
り
弊
社
広
報
誌
『
Ｆ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
』
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
東
芝
昇
降
機
事
業

50
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

50
周
年
特
別
記
念
号
を
発
行
い
た

し
ま
し
た
。

　「
50
年
の
記
録
　
東
芝
昇
降
機
事

業
の
歩
み
」
で
は
、
昇
降
機
事
業
の

歴
史
と
当
時
の
世
相
や
建
築
関
連

の
歴
史
と
を
併
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。

「
開
発
・
納
入
秘
話
」
で
は
、
当

時
実
務
に
あ
た
っ
た
担
当
者
た
ち

が
抱
え
て
い
た
課
題
や
解
決
ま
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
運
転
を
支
え
る
現
在
の
保

守
担
当
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
に
縁
の
あ
る
著
名
人

の
方
々
に
、
そ
の
街
に
ま
つ
わ
る

お
話
や
想
い
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
50
年
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
先

を
見
据
え
た
昇
降
機
の
可
能
性
も

本
誌
で
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
誠

に
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

『FUTURE DESIGN』vol.47「50周年特別記念号」はお楽しみいただけましたでしょうか？
皆様のご意見を今後の誌面づくりに役立てるため、アンケートにご協力ください。

今回は「50周年特別記念号」の発行を記念して、プレゼントを 3品ご用意しました。
ご意見をお寄せいただいた方のなかから、抽選で各5名様にお送りします。

❶中国茶器おはじめセット
格調高い紫砂の茶

チャーフウ
壷（急須／容量100㎖）と 茶

チャーチュアン
船（浅い

鉢状の器）、耐熱ガラス製の茶
チャーハイ

海（湯冷まし／容量200㎖）、
シンプルなアイボリーの組杯（容量 30㎖の口杯と香杯）
2組、紅木の茶托 2組がセットになっています。格調
高い台湾製です。

❷籐製の脱衣かご
豊島区の伝統工芸士で、「籐巧芸おざき」主人の尾
崎英幸さんが手編みしました（およそのサイズ：最
大径 46cm、高さ 28cm）。現在の日本で、この脱
衣かごをつくっているのは尾崎さんだけで、使い込
むほど琥珀色の艶が深まる逸品です。東南アジアで
採れた高品質の丸籐 20本が使われています。

❸台付き酒杯　市松
乳白硝子のあぶり出し技法により、職人が
手づくりしたガラス器です（容量 77㎖ ）。
この技法は明治・大正時代に盛んに使われ
た成形方法のひとつで、東京都墨田区の廣
田硝子が復刻しました。このガラス器は 2
個セットにしてお送りします。

●応募方法
同封のはがきまたは FAX用紙、E-mailでご意見を
お送りください。
その際、ご希望の商品の番号を必ずご記入ください。

●締め切り
2016年11月30日到着分まで有効。

画
像
認
識
や
故
障
予
知
に
注
力

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、19
世
紀
に
動
力
を
用
い
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
実
用
化
さ
れ
る
道
が
大
き

く
開
か
れ
ま
し
た
。
以
来
、
百
有
余
年
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
開
発
の
歷
史
は
、
快
適
性
と
安
全
・
安
心
を
追
求
し
て

き
た
歷
史
で
も
あ
り
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
今
後
も
こ
の
３

つ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
進
化
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
要
素
技
術
は
以

前
と
比
べ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
※
）
の
技
術
を
い
か
に
取
り
込
み
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
よ
り
楽
し
い
移
動
空
間
に
し
て
い
く
か
、
付

加
価
値
を
高
め
て
い
く
か
、
な
ど
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
在
、
私
た
ち
が
開
発
に
注
力

し
て
い
る
代
表
的
な
技
術
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
は
画
像
認
識
技
術
で
、
こ
の
技
術
は
す
で
に
「
ス

マ
ー
ト
ド
ア
」
や
待
ち
人
数
に
応
じ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

効
率
よ
く
配
車
す
る
制
御
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
画
像

認
識
は
応
用
範
囲
の
広
い
技
術
で
す
か
ら
、
現
在
、
こ
れ

の
新
し
い
適
用
先
を
検
討
し
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
機

能
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

　
も
う
１
つ
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
故
障
予
知
の
技
術
で
、

こ
れ
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
壊
れ
る
前
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
修
理
し
て
、
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
20
年
以
上
前
か
ら
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
遠
隔
監
視
す
る
目
的
で
、
膨
大
な
稼
働
状

態
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
お
り
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
故
障

の
予
兆
を
探
り
当
て
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、予
知
精
度
を
高
め
る
た
め
の
セ
ン
サ
ー
や
デ
ー

タ
分
析
技
術
を
開
発
し
て
い
る
段
階
に
あ
り
、
早
く
実
用

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、
故

障
を
シ
ス
テ
ム
で
自
動
修
復
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
も
う
１
つ
重

要
な
の
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
単
な
る
人
の
移
動
装
置
と

し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ビ
ル
と
い
う
〝
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
〟
の
な
か
の
一
設
備
と
し
て
位
置
づ
け
、
ビ
ル
と
の

結
び
つ
き
、
連
動
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
ど
の
時
間
帯
に
、
ビ

ル
の
何
階
か
ら
何
階
へ
人
が
移
動
し
た
か
と
い
う
情
報
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
情
報
を
ビ
ル
側

に
提
供
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
・
機
能
が
生
ま

れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
個
人
が
所
有
す
る
デ
バ
イ

ス
と
連
動
さ
せ
る
方
向
性
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
近
い
将
来
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
事
前
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
呼
べ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
わ

ざ
わ
ざ
呼
び
操
作
を
行
わ
な
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
る
人
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
近
づ
く
だ
け
で

自
動
で
呼
び
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ビ
ル
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
連
動

さ
せ
れ
ば
、
乗
降
可
能
な
フ
ロ
ア
を
制
限
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
う
え
で
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
動
き
が
キ
ー
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
を
突
き
詰
め
な
が
ら
、
ビ
ル
の
居
住
者
・
利
用
者
に

よ
り
よ
い
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

※
I
n
t
e
r
n
e
t 

o
f 

T
h
i
n
g
s
の
略
語
。
さ
ま
ざ
ま
な
モ

ノ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、集
約
し
た
情
報
を
結
び
つ
け
、組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
。

藤田 善昭
ふじた・よしあき

東芝エレベータ　常務
統括技師長

1959年生まれ。東京大学工学部卒業。東芝エレベータ 
技術本部開発部長、エレベーター担当技師長、技術本部
長を経て、現在に至る。
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広
報
室
か
ら

　
平
素
よ
り
弊
社
広
報
誌
『
Ｆ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
』
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
東
芝
昇
降
機
事
業

50
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

50
周
年
特
別
記
念
号
を
発
行
い
た

し
ま
し
た
。

　「
50
年
の
記
録
　
東
芝
昇
降
機
事

業
の
歩
み
」
で
は
、
昇
降
機
事
業
の

歴
史
と
当
時
の
世
相
や
建
築
関
連

の
歴
史
と
を
併
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。

「
開
発
・
納
入
秘
話
」
で
は
、
当

時
実
務
に
あ
た
っ
た
担
当
者
た
ち

が
抱
え
て
い
た
課
題
や
解
決
ま
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
運
転
を
支
え
る
現
在
の
保

守
担
当
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
に
縁
の
あ
る
著
名
人

の
方
々
に
、
そ
の
街
に
ま
つ
わ
る

お
話
や
想
い
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
50
年
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
先

を
見
据
え
た
昇
降
機
の
可
能
性
も

本
誌
で
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
誠

に
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

『FUTURE DESIGN』vol.47「50周年特別記念号」はお楽しみいただけましたでしょうか？
皆様のご意見を今後の誌面づくりに役立てるため、アンケートにご協力ください。

今回は「50周年特別記念号」の発行を記念して、プレゼントを3品ご用意しました。
ご意見をお寄せいただいた方のなかから、抽選で各5名様にお送りします。

❶中国茶器おはじめセット
格調高い紫砂の茶

チャーフウ
壷（急須／容量100㎖）と茶

チャーチュアン
船（浅い

鉢状の器）、耐熱ガラス製の茶
チャーハイ
海（湯冷まし／容量200㎖）、

シンプルなアイボリーの組杯（容量30㎖の口杯と香杯）
2組、紅木の茶托 2組がセットになっています。格調
高い台湾製です。

❷籐製の脱衣かご
豊島区の伝統工芸士で、「籐巧芸おざき」主人の尾
崎英幸さんが手編みしました（およそのサイズ：最
大径46cm、高さ28cm）。現在の日本で、この脱
衣かごをつくっているのは尾崎さんだけで、使い込
むほど琥珀色の艶が深まる逸品です。東南アジアで
採れた高品質の丸籐20本が使われています。

❸台付き酒杯　市松
乳白硝子のあぶり出し技法により、職人が
手づくりしたガラス器です（容量77㎖）。
この技法は明治・大正時代に盛んに使われ
た成形方法のひとつで、東京都墨田区の廣
田硝子が復刻しました。このガラス器は 2
個セットにしてお送りします。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見を
お送りください。
その際、ご希望の商品の番号を必ずご記入ください。

●締め切り
2016年11月30日到着分まで有効。






